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リ
ル
ケ
と
北
杜
夫
　
　
其
の
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
―
『
マ
ル
テ
の
手
記
』
と
『
幽
靈
』
の
対
比
に
向
け
て 

―
―

竹　

内　
　

正　
（
日
本
歌
人
ク
ラ
ブ
会
員
）

　
　
　
は
じ
め
に

　

北
杜
夫
は
旧
制
松
本
高
等
学
校
（
以
下
「
松
本
高
校
」
と
略
記
）
入
学
当
時
、

父
茂
吉
の
短
歌
や
上
級
生
の
バ
ン
カ
ラ
な
向
学
の
気
風
と
出
会
い
、
昆
虫
好
き

の
理
科
少
年
か
ら
熱
心
な
文
学
愛
好
者
に
変
じ
て
い
っ
た
。「
松
本
時
代
の
北
杜

夫　

其
の
二
―
―
初
期
詩
篇
等
の
諸
相
―
―
」（
本
紀
要
第
七
号
）
の
「
４　

精

神
的
思
春
期
」
で
は
、
杜
夫
が
様
々
な
読
書
に
没
頭
し
、
ド
イ
ツ
語
の
恩
師
望

月
市
恵
と
出
会
い
、
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
（Paul Thom

as M
ann

）
や
リ
ル
ケ

（Rainer M
aria Rilke

）
に
惹
か
れ
て
い
っ
た
様
子
に
つ
い
て
考
察
し
た
。

　

杜
夫
が
最
初
に
惹
か
れ
た
マ
ン
作
品
は
『
ト
ニ
オ
・
ク
レ
ー
ゲ
ル
』
で
あ
っ

た
が
、
辻
邦
生
と
の
対
談
『
北
杜
夫
・
辻
邦
生
対
談
―
―
若
き
日
と
文
学
と
』

（
中
央
公
論
社
）
に
よ
る
と
熱
中
し
た
の
は
大
学
に
入
学
後
で
あ
っ
た
。
杜
夫

自
身
は
「
ぼ
く
は
、
マ
ン
の
理
性
的
・
批
評
家
的
世
界
と
は
反
対
で
し
ょ
。
極

端
だ
か
ら
惹
か
れ
た
ん
で
す
よ
」（P.28

）
と
述
べ
て
い
る
。
茂
吉
短
歌
に
続
い

て
、
杜
夫
は
高
村
光
太
郎
の
詩
を
愛
唱
す
る
よ
う
に
な
り
、『
智
恵
子
抄
』
の
中

で
も
甘
い
も
の
か
ら
次
第
に
力
強
い
も
の
に
惹
か
れ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
自

身
の
青
年
期
の
ナ
イ
ー
ブ
で
感
傷
的
な
心
情
を
、
抒
情
性
豊
か
な
短
歌
や
詩
に

表
現
し
て
い
た
こ
と
か
ら
も
、
マ
ン
へ
の
自
己
認
識
は
当
を
得
て
い
る
と
思
わ

れ
る
。
と
は
言
え
、
杜
夫
は
『
ど
く
と
る
マ
ン
ボ
ウ
青
春
期
』
や
『
幽
靈
』
に

マ
ン
に
関
わ
っ
て
は
具
体
的
な
叙
述
を
残
し
て
お
り
、
そ
の
偏
愛
の
足
跡
を
た

ど
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
方
、
リ
ル
ケ
に
つ
い
て
は
そ
れ
ら
の
著
書
に
具
体
的

な
記
述
が
見
あ
た
ら
な
い
。

　

リ
ル
ケ
は
当
初
『
初
期
詩
集
』
の
「
天
使
の
唄
」「
少
女
群
像
」「
少
女
た
ち
の

歌
」
等
、
感
傷
的
・
夢
想
的
で
甘
美
な
韻
律
を
も
つ
抒
情
的
な
詩
を
発
表
し
て

い
た
。
し
か
し
、
ロ
シ
ア
旅
行
を
経
て
、
ロ
ダ
ン
（François-Auguste-René 

Rodin

）
と
の
交
流
を
通
じ
て
『
形
象
詩
集
』『
時
禱
集
』
そ
し
て
『
新
詩
集
』

と
、
汎
神
論
的
な
自
然
感
情
の
表
現
へ
と
変
化
し
て
い
っ
た
。『
マ
ル
テ
の
手

記
』
は
そ
の
頃
に
執
筆
さ
れ
た
。
先
の
論
考
で
は
、
高
安
國
世
の
「
リ
ル
ケ
の

生
涯
」（『
鑑
賞
世
界
名
詩
選　

リ
ル
ケ
』（
筑
摩
書
房
））
に
触
れ
な
が
ら
、
茂

吉
の
「
寫
生
の
説
」
に
お
け
る
「
實
相
に
観
入
し
て
自
然
・
自
己
一
元
の
生
を

寫
す
」
と
、
ロ
ダ
ン
や
高
村
光
太
郎
の
自
然
観
、
リ
ル
ケ
に
お
け
る
ヤ
コ
ブ
セ

ン
（Jens Peter Jacobsen

）
か
ら
の
「
自
我
を
解
き
放
つ
て
萬
象
と
一
つ
に

な
っ
て
」
い
く
「
主
客
合
一
」
の
芸
術
観
等
に
共
通
の
視
点
を
指
摘
し
、
杜
夫

が
リ
ル
ケ
に
惹
か
れ
て
い
っ
た
理
由
の
一
つ
と
し
て
考
察
し
た
。

　
『
幽
靈
』
は
、
そ
の
「
あ
と
が
き
」（『
幽
靈
』
中
央
公
論
社
、
昭
43
）
に
あ

る
よ
う
に
、
杜
夫
の
二
十
三
歳
か
ら
、
二
十
七
歳
頃
の
最
初
の
長
篇
小
説
で
あ

る
。「
昭
和
二
十
五
年
に
書
き
出
さ
れ
、
昭
和
二
十
七
年
か
ら
翌
年
へ
か
け
て

雑
誌
「
文
芸
首
都
」
に
分
載
」
し
、
昭
和
二
十
九
年
に
母
輝
子
に
出
版
費
用
を

工
面
し
て
も
ら
い
、
文
芸
首
都
社
刊
の
名
義
に
よ
り
単
行
本
と
し
て
自
費
出
版

さ
れ
た
作
品
で
あ
る
。
し
か
し
、「
年
譜
」（
斎
藤
国
夫
、『
北
杜
夫
全
集　

第
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十
五
巻
』）
に
よ
る
と
、七
百
五
十
部
出
版
さ
れ
、当
時
は
書
店
の
店
頭
に
も
出

た
が
、
ほ
と
ん
ど
返
品
さ
れ
た
と
い
う
。
そ
の
後
、『
幽
靈
』
は
昭
和
三
十
五

年
に
中
央
公
論
社
よ
り
ま
と
ま
っ
た
部
数
が
刊
行
さ
れ
た
が
絶
版
、
文
庫
本
の

み
で
あ
っ
た
。
し
か
し
読
者
か
ら
単
行
本
を
と
い
う
声
が
あ
り
、
昭
和
四
十
三

年
に
再
刊
さ
れ
た
経
緯
が
あ
る
。　

　

と
こ
ろ
で
、
杜
夫
は
最
晩
年
の
エ
ッ
セ
ー
「
恐
ろ
し
い
娘
に
よ
る
リ
ハ
ビ
リ

と
私
の
認
知
症
」（『
マ
ン
ボ
ウ
最
後
の
家
族
旅
行
』
実
業
之
日
本
社
刊
）
で
松

本
高
校
時
代
の
望
月
市
恵
を
回
想
し
思
い
出
を
語
り
つ
つ
さ
り
げ
な
く
以
下

の
よ
う
に
『
幽
靈
』
執
筆
の
舞
台
裏
を
吐
露
し
て
い
る
。

私
た
ち
幾
人
か
の
望
月
先
生
の
信
奉
者
は
、
先
生
の
お
宅
な
ど
で
も

ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
や
リ
ル
ケ
の
話
を
聞
か
さ
れ
た
。
リ
ル
ケ
と
い
え
ば
私

の
最
初
の
長
篇
『
幽
霊

0

0

』
は0

、
か
な
り
リ
ル
ケ
の

0

0

0

0

0

0

0

『
マ
ル
テ
の
手
記

0

0

0

0

0

0

』
の0

影
響
を
受
け
て
い
る
の
で
あ
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。（
傍
点
引
用
者
）（P.101

）

ま
た
、
奥
野
健
男
と
の
対
談
「
ぼ
く
ら
の
文
学
奇
談
」（『
別
冊
新
評
「
北
杜

夫
の
世
界
」』
新
評
社
）
で
は
、『
楡
家
の
人
び
と
』
に
つ
い
て
は
マ
ン
の
『
ブ
ッ

デ
ン
ブ
ロ
ー
ク
家
の
人
び
と
』
の
影
響
を
認
め
た
う
え
で
、「「
幽
霊
」「
木
精
」

は
別
に
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
を
下
敷
き
に
し
た
と
い
う
作
品
で
は
な
い
で
す
ね
」

（P.83

）
と
自
ら
語
っ
て
い
る
。
確
か
に
、辻
邦
生
が
「
解
説
」（『
幽
霊
』
角
川

文
庫
）
で
述
べ
る
よ
う
に
『
幽
靈
』
本
文
中
に
マ
ン
体
験
を
描
き
、
副
詞
や
形

容
詞
を
重
ね
る
「
マ
ン
ふ
う
の
批
評
的
分
析
的
な
語
句
」
に
影
響
を
見
出
す
こ

と
は
で
き
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
叙
述
は
や
は
り
当
時
の
杜
夫
ら
し
い
抒
情

的
文
体
と
は
異
な
る
マ
ン
の
文
体
へ
の
憧
憬
か
ら
描
か
れ
た
も
の
で
あ
る
と

考
え
る
の
が
妥
当
と
思
わ
れ
る
。

本
論
考
で
は
、
先
の
「『
幽
霊

0

0

』
は0

、
か
な
り
リ
ル
ケ
の

0

0

0

0

0

0

0

『
マ
ル
テ
の
手
記

0

0

0

0

0

0

』

の
影
響
を
受
け
て
い
る
の
で
あ
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」
に
着
目
し
、『
マ
ル
テ
の
手
記
』
と
『
幽

靈
』
の
対
比
を
通
し
て
、杜
夫
が
『
マ
ル
テ
の
手
記
』
を
ど
の
よ
う
に
享
受
し
、

『
幽
靈
』
に
取
り
入
れ
て
い
っ
た
か
を
考
察
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
そ
こ
で
、

今
後
作
品
に
即
し
て
類
似
点
や
相
違
点
を
調
べ
て
『
幽
靈
』
の
特
色
を
解
明
す

る
対
比
研
究
を
進
め
て
い
く
前
段
階
と
し
て
、「
其
の
一
」
で
は
ま
ず
、
対
比

に
向
け
て
日
記
や
書
簡
、
関
連
著
書
等
に
あ
た
り
、
影
響
の
証
拠
を
立
証
し
て

お
き
た
い
。
と
り
わ
け
リ
ル
ケ
と
杜
夫
を
結
び
つ
け
る
媒
介
者
に
つ
い
て
、
そ

の
根
拠
を
示
し
な
が
ら
特
定
し
、
杜
夫
が
媒
介
者
と
ど
う
い
う
つ
な
が
り
を
も

ち
、
何
を
ど
の
よ
う
に
学
ん
で
い
っ
た
の
か
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
く
こ
と
と

す
る
。
更
に
は
、
題
名
『
幽
靈
』
に
つ
い
て
、
本
論
考
に
関
連
す
る
基
本
情
報

を
ひ
と
ま
ず
め
ぐ
っ
て
お
き
た
い
。

　
　
　

一
、「
日
記
」
に
見
ら
れ
る
影
響
の
証
拠

『
或
る
青
春
の
日
記
』（
以
下
「
日
記
」
と
略
記
）
は
、
杜
夫
の
東
北
大
学
時

代
（
昭
和
二
十
三
年
～
昭
和
二
十
八
年
）
を
伝
え
る
貴
重
な
日
記
で
あ
る
が
、

二
度
の
出
版
を
経
て
そ
の
全
貌
が
明
ら
か
に
な
っ
た
日
記
で
あ
る
。
そ
の
初

出
、「
昭
和
六
三
（
１
９
８
８
）
年
版
」（
単
行
本
『
或
る
青
春
の
日
記
』（
中

央
公
論
社
、
昭
和
63
・
11
・
7
））
の
末
尾
ペ
ー
ジ
に
は
「「
中
央
公
論
文
芸
特

集
」（
１
９
８
７
年
春
季
号
～
１
９
８
８
年
夏
季
号
）
に
掲
載
」
と
あ
り
、
本

文
中
に
は
以
下
の
よ
う
な
「〔
付
記
〕」
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
初
出
段
階
と
一
度

目
の
出
版
で
は
「
日
記
十
二
」
が
抜
け
落
ち
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

〔
付
記
〕「
日
記
」
十
二
（
大
学
に
は
い
っ
て
か
ら
三
冊
目
）
が
見
つ
か
ら

な
い
の
で
、
そ
れ
ま
で
の
詩
の
う
ち
高
校
時
代
の
も
の
を
含
め
て
主
だ
っ

た
も
の
を
書
く
。
な
か
に
は
「
文
学
集
団
」「
詩
学
」
に
投
稿
し
て
活
字
に



リルケと北杜夫　其の一  ―― 『マルテの手記』と『幽靈』の対比に向けて――133

し
た
も
の
だ
け
を
集
め
た
「
北
杜
夫
全
集
」
１
に
収
め
た
も
の
も
ま
じ
っ

て
い
る
。（
単
行
本
『
或
る
青
春
の
日
記
』）（P.200

）

　

そ
の
後
出
版
さ
れ
た
二
度
目
の
「
平
成
四
（
１
９
９
２
）
年
版
」（
文
庫
版

『
或
る
青
春
の
日
記
』（
中
央
公
論
社
、
平
成
4
・
11
・
25
））
の
末
尾
ペ
ー
ジ
に

は
、「
本
書
は
『
或
る
青
春
の
日
記
』（
一
九
八
八
年
十
一
月
、
中
央
公
論
社
）

に
、紛
失
し
て
い
た
一
冊
の
ノ
ー
ト
、昭
和
二
十
四
年
一
月
十
七
日
～
四
月
十
六

日
の
日
記
を
付
け
加
え
た
、
東
北
大
学
時
代
の
全
日
記
で
す
」
と
記
さ
れ
、
二

度
目
の
出
版
に
よ
り
、
よ
う
や
く
完
結
し
た
日
記
で
あ
っ
た
と
理
解
で
き
る
。

　

ま
た
、
両
「
日
記
」
を
比
較
し
精
読
す
る
と
、
二
度
目
の
「
平
成
四
年
版
」

に
は
「
昭
和
二
十
四
年
一
月
十
七
日
～
四
月
十
六
日
」
以
外
に
も
、
七
月
の

「
童
心
」
や
八
月
の
「
天
蛾
」「
刻
印
」
等
、
新
た
に
加
え
ら
れ
た
詩
が
あ
り
、

そ
こ
に
も
修
正
の
跡
が
み
ら
れ
る
。
本
論
考
で
は
二
度
目
の
完
結
版
「
平
成
四

（
１
９
９
２
）
年
版
」（
文
庫
版
『
或
る
青
春
の
日
記
』）
を
研
究
資
料
と
し
て
考

察
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
本
「
日
記
」
は
、
杜
夫
の
日
常
の
諸
事
や
作

家
と
し
て
自
己
を
形
成
し
て
い
こ
う
と
す
る
純
粋
な
内
面
の
足
跡
で
あ
り
、
杜

夫
の
精
神
の
生
地
が
赤
裸
々
に
記
さ
れ
た
貴
重
な
一
冊
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
「
日
記
」
に
は
、「
リ
ル
ケ
」
に
直
接
関
連
す
る
記
述
が
以
下
の
よ
う
に
七
箇

所
み
ら
れ
る
。『
幽
靈
』執
筆
に
関
わ
る
リ
ル
ケ
の
影
響
を
考
察
す
る
う
え
で
重

要
な
内
容
を
含
ん
で
い
る
と
考
え
、
以
下
に
執
筆
時
の
状
況
を
補
足
し
、
年
代

順
に
列
挙
す
る
。

「
日
記
」
１
（
昭
和
23
）
―
一
回
目
の
松
本
行
、
松
本
滞
在
中
。

僕
は
い
ま
伴
の
家
の
庭
に
い
る
（
中
略
）
僕
は
「
山
河
あ
り
」
と
い
う

句
を
何
と
は
な
し
に
く
り
か
え
し
て
い
た
。
そ
う
、
山
河
が
あ
っ
た
。
忘

却
の
淵
に
沈
み
、
や
が
て
浮
か
ん
で
く
る
で
あ
ろ
う
山
河
が
。
そ
し
て
リ

ル
ケ
の
言
葉
を
か
み
し
め
て
い
た
。
こ
こ
に
白
い
梅
が
あ
る
。
老
い
た
サ

フ
ラ
ン
と
未
来
へ
の
ヒ
ヤ
シ
ン
ス
が
あ
る
。
水
仙
の
黄
い
ろ
が
純
潔
だ
。

そ
し
て
ま
た
何
と
な
く
僕
は
リ
ル
ケ
と
つ
ぶ
や
く
。
見
あ
ぐ
れ
ば
空
は
驚

く
ほ
ど
大
き
く
、
山
の
向
う
の
く
す
ん
だ
色
が
次
第
に
浸
し
て
ゆ
く
水
色

の
中
を
、
鳥
の
影
が
横
切
る
。（
後
略
）（「
四
月
八
日
」）（PP.11-12

）

「
日
記
」
２
（
昭
和
23
）
―
一
回
目
の
松
本
行
、
松
本
滞
在
中
。　

リ
ル
ケ
に
つ
い
て
。「
運
命
を
持
た
ぬ
こ
と
が
僕
の
運
命
で
す
」と
言
っ

た
詩
人
。
彼
は
生
活
が
運
命
よ
り
偉
大
な
如
く
ロ
ダ
ン
か
ら
仕
事
を
学
ん

だ
。「
貧
し
さ
は
内
か
ら
射
す
う
つ
く
し
い
光
だ
」
と
歌
う
詩
人
の
瞳
は

限
り
な
く
澄
み
切
っ
て
い
た
に
違
い
な
い
。
カ
ス
ナ
ア
が
「
純
粋
か
ら
偉

大
へ
ゆ
く
に
は
、
一
度
犠
牲
を
と
お
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
言
っ
た
の
を
リ

ル
ケ
は
肯
定
し
、
ま
た
否
定
し
た
。
僕
は
お
も
う
。
純
粋
な
愛
と
言
う
も

の
を
。人
間
の
せ
つ
な
さ
い
じ
ら
し
さ
と
言
う
も
の
を
。「
す
る
ど
い
け
れ

ど
も
何
を
見
て
い
る
か
わ
か
ら
ぬ
眼
」（
カ
ロ
ッ
サ
）
を
持
っ
た
こ
の
詩

人
は
忘
却
を
信
じ
て
い
た
。
記
憶
が
名
の
な
い
も
の
と
な
り
、
僕
ら
自
身

と
区
別
が
つ
か
な
く
な
っ
て
、
一
篇
の
詩
は
ぽ
っ
か
り
生
れ
て
く
る
と
言

う
。「
す
べ
て
の
も
の
が
僕
の
こ
こ
ろ
の
底
ふ
か
く
し
ず
ん
で
ゆ
く
。普
段

そ
こ
が
行
き
づ
ま
り
に
な
る
は
ず
の
へ
ん
を
容
赦
な
く
突
き
ぬ
け
て
、
深

い
僕
の
知
ら
ぬ
奥
底
へ
な
が
れ
て
ゆ
く
」
と
「
マ
ル
テ
の
手
記
」
に
書
い

た
彼
、
ヴ
ァ
レ
リ
ー
が
ミ
ュ
ゾ
ッ
ト
の
山
荘
に
閉
じ
こ
も
る
彼
を
、「
あ

な
た
は
純
粋
な
時
間
の
な
か
に
閉
じ
こ
も
る
か
と
み
え
た
。
お
な
じ
よ
う

な
日
々
を
な
ら
べ
て
、
そ
の
向
こ
う
に
は
っ
き
り
死
を
の
ぞ
か
せ
て
お
く

よ
う
な
」
と
表
現
す
る
よ
う
に
。
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
作
家
オ
プ
ス
ト
フ
ェ
ル
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ダ
ア
を
モ
デ
ル
に
し
た
マ
ル
テ
・
ラ
ウ
リ
ッ
ツ
・
ブ
リ
ッ
ゲ
と
言
う
人
を

つ
く
り
あ
げ
た
彼
は
、
そ
の
仕
事
に
身
を
は
が
れ
た
の
だ
ろ
う
。
リ
ル
ケ

が
ロ
ー
マ
の
庭
園
で
見
た
と
い
う
ア
ネ
モ
ネ
の
狂
お
し
さ
を
僕
は
思
う
。

暗
黒
の
人
知
れ
ぬ
昇
天
で
あ
る
マ
ル
テ
の
苦
し
み
を
、
か
た
つ
む
り
に
例

え
た
サ
ロ
メ
の
言
葉
を
思
う
。
途
方
も
な
い
孤
独
。
信
仰
と
言
う
言
葉
を

使
う
必
要
の
な
か
っ
た
彼
。
キ
リ
ス
ト
の
た
め
に
強
い
て
自
分
を
悪
人
に

し
た
い
と
は
思
わ
な
い
と
言
っ
た
彼
。
ジ
イ
ド
の
と
こ
ろ
で
ダマ

マル
ム
辞
典

の
「
手
」
の
項
を
見
て
ド
イ
ツ
語
に
掌
を
表
わ
す
言
葉
の
な
い
の
に
び
っ

く
り
す
る
彼
。

「
僕
が
こ
の
世
に
の
こ
し
た
多
く
の
肖
像
の
う
ち
で
、
最
も
大
切
な
の

は
、
一
人
一
人
の
友
人
の
記
憶
と
感
性
に
き
ざ
ま
れ
た
、
は
か
な
い
、
消

え
や
す
い
僕
の
お
も
か
げ
に
ほ
か
な
ら
ぬ
」
―
―
彼
の
遺
書
。
ば
ら
の

と
げ
で
彼
は
死
ん
だ
。
一
八
七
五
年
十
二
月
四
日
、
プ
ラ
ー
グ
に
生
れ
、

一
九
二
六
年
十
二
月
二
十
九
日
午
前
五
時
に
死
ん
だ
こ
の
も
っ
と
も
純

粋
な
詩
人
リ
ル
ケ
を
、
僕
は
心
か
ら
思
う
の
で
あ
る
、
慕
う
の
で
あ
る
。

創
元
社　

大
山
定
一
「
リ
ル
ケ
雑
記
」
二
度
読
了
。（「
四
月
十
日
」）

（PP.14-15

）

「
日
記
」
３
（
昭
和
23
）
―
一
回
目
の
松
本
行
、
松
本
滞
在
中
。

（
前
略
）
過
ぎ
去
っ

0

0

0

0

0た
も
の
よ

0

0

0

0

。
忘
却
を

0

0

0

、僕
も
信
じ
よ
う

0

0

0

0

0

0

。
文
字
文
字

の
影
も
う
す
れ
、
記
憶
も
か
す
ん
で
し
ま
い
、
そ
ん
な
時
に
ふ
い
と
君
や

君
の
お
も
か
げ
の
浮
ぶ
時
、
僕
は
一
篇
の
詩
が
作
れ
る
だ
ろ
う
。

　

捨
て
て
来
し
い
の
ち
か
な
し
く
よ
み
が
へ
る

　
　

夜
半
の
ひ
と
と
き　

風
立
つ
ら
し
も

こ
ん
な
歌
を
昔
の
日
記
を
見
な
が
ら
記
す
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
の

時
ま
で
、
が
っ
き
が
っ
き
と
歩
み
た
い
。
仕
事
を
し
た
い
。（
中
略
）

　
　

あ
け
く
れ
の
忘
却
さ
へ
も
か
り
そ
め
と

　
　
　

お
も
ほ
え
な
く
に　

白
き
日
の
ぼ
る

こ
う
歌
っ
た
の
は
去
年
の
初
冬
だ
っ
た
な
。
日
が
日
に
重
な
る
。
月
が

次
第
に
は
が
れ
、
そ
し
て
時
が
何
時
の
間
に
か
来
り
去
る
。
今
忘
却
を
思

う
は
力
で
あ
る
。
今0

、リ
ル

0

0

0ケ0

、光
太
郎
を
思
う
は
力
で
あ
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。（
傍
点
引

用
者
）（「
四
月
十
一
日
」）（PP.16-18

）

「
日
記
」
４
（
昭
和
23
）
―
仙
台
伊
達
宅
へ
引
越
し
翌
々
日
、
友
人
と
松
島
へ
。

リ
ル
ケ
の
言
う
偉
大
な
る
女
な
ぞ
ち
ょ
っ
と
こ
の
世
に
は
い
そ
う
も

な
い
よ
う
だ
。（「
六
月
二
十
二
日
」）（P.150

）

「
日
記
」
５
（
昭
和
24
）
―
四
回
目
の
松
本
行
か
ら
仙
台
に
戻
り
五
日
目
、「
望

月
先
生
論
」
冒
頭
。

望
月
市
恵
と
い
う
「
リ
ル
ケ
は
主
観
を
現
わ
す
客
体
を
外
界
に
求
め
た

の
で
す
よ
、エ
ヘ
ヘ
ヘ
」
と
語
る
男
は
、言
う
ま
で
も
な
く
、次
の
よ
う
な

人
物
と
み
て
ひ
が
め

0

0

0

で
は
な
い
か
ら
、
順
序
を
か
ま
わ
ず
少
し
ば
か
り
並

べ
る
こ
と
に
す
る（
後
略
）。（
傍
点
杜
夫
）（「
一
月
二
十
二
日
」）（P.250

）

「
日
記
」
６
（
昭
和
25
）
―
箱
根
滞
在
（
三
度
目
）
時
の
茂
吉
の
世
話
を
終
え
、
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仙
台
に
戻
っ
た
時
、「
幽
靈
」
執
筆
直
前
。

帰
仙
。
車
中
で
読
ん
だ
「
マ
ル
テ
の
手
記

0

0

0

0

0

0

」
の
強
烈
な
シ
ョ
ッ
ク

0

0

0

0

0

0

0

0

、
今0

も
忘
れ
ず

0

0

0

0

。
ケ
ン
キ
ョ
に
な
り
た
い
。
僕
は
下
手
だ
。
う
ま
く
な
り
た
い
。

い
い
も
の
を
書
き
た
い
。（
傍
点
引
用
者
）（「
九
月
十
六
日
」）（P.515

）

「
日
記
」
７
（
昭
和
25
）
―
「
幽
靈
」
執
筆
開
始
時
（
九
回
目
の
松
本
行
の
直

後
）。

「
二
、三
日
前
か
ら
「
幽
霊
」
と
い
う
短
篇
を
書
き
だ
し
た
。（
註
。
こ

の
長
篇
は
初
め
母
が
家
出
す
る
ま
で
の
短
篇
と
し
て
書
き
だ
さ
れ
、
次
第

に
ふ
く
れ
あ
が
っ
て
長
篇
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。）「
マ
ル
テ

0

0

0

」
の
影
響

0

0

0

が
大
き
い

0

0

0

0

。
良
い
も
の
が
で
き
そ
う
だ
。」（
傍
点
引
用
者
）（「
十
一
月
七

日
」）（P.520

）

　

以
上
は
直
接
「
リ
ル
ケ
」
に
関
連
す
る
記
述
の
引
用
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の

「
日
記
」
の
内
容
と
類
似
・
相
関
す
る
よ
う
な
記
述
を
、
杜
夫
が
初
期
の
掌
篇

「
狂
詩
」
を
書
き
出
す
こ
ろ
、昭
和
二
十
三
年
前
半
の
「
日
記
」
の
と
こ
ろ
ど
こ

ろ
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
、
い
ず
れ
も
リ
ル
ケ
の
詩
作
や
芸
術
に
対
す
る
思
念

に
関
連
す
る
記
述
で
あ
る
。
七
箇
所
の
「
日
記
」
に
加
え
、
こ
れ
ら
も
杜
夫
が

リ
ル
ケ
を
享
受
し
つ
つ
、
徐
々
に
初
期
作
品
の
執
筆
を
進
め
て
い
っ
た
足
跡
で

あ
る
と
考
え
る
。
ま
た
、
そ
の
後
『
幽
靈
』
執
筆
に
向
か
っ
て
い
っ
た
一
つ
の

方
向
性
を
示
唆
す
る
重
要
な
内
容
で
あ
る
と
も
考
え
る
。
以
下
に
そ
の
一
部
を

五
箇
所
引
用
し
て
お
く
。

•

「
僕
は
忘
れ
よ
う
。
そ
し
て
、
一
つ
の
悲
し
い
物
語
を
書
き
残
そ
う
」

（
昭
23
・
5
・
26
）

•

「
忘
却
の
中
か
ら
ふ
と
浮
ん
で
き
た
も
の
が
、
こ
の
言
葉
を
も
っ
と
も

よ
く
生
か
し
て
く
れ
る
」（
昭
23
・
5
・
31
）

•

「
恐
ろ
し
い
孤
独
」（
昭
23
・
6
・
5
）

•

「
す
べ
て
の
も
の
か
ら
か
う
し
て
離
れ
て
し
ま
つ
た
時
に
／
想
ひ
出
は

は
じ
め
て
美
し
さ
を
持
つ
だ
ら
う
／
忘
れ
果
て
よ
う
と
つ
と
め　

忘

れ
ら
れ
な
い
と
涙
を
流
し
／
そ
し
て
何
時
の
日
か　

文
学
の
み
が
こ

の
心
を
伝
へ
る
だ
ろ
う
」（
昭
23
・
6
・
2
）

•

「
も
の
を
見
る
こ
と
を
学
ぶ
」（
昭
23
・
6
・
7
）

　
　
　

二
、「
日
記
」
か
ら
見
え
て
く
る
こ
と

　

昭
和
二
十
三
年
、東
北
大
学
一
年
時
に
杜
夫
は
松
本
の
地
を
四
回
訪
ね
た（
詳

細
は
「（
１
）
書
簡
の
解
釈
的
側
面
」（「
松
本
時
代
の
北
杜
夫　

其
の
三
」
参

照
））。
特
に
初
回
は
、杜
夫
に
と
っ
て
印
象
が
強
い
も
の
で
あ
っ
た
と
察
す
る
。

松
本
へ
の
強
い
郷
愁
に
駆
ら
れ
、
信
州
の
自
然
や
友
人
、
後
輩
、
恩
師
ら
と
の

再
会
に
胸
を
ふ
く
ら
ま
せ
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
実
際
の
体

験
は
、
否
応
な
し
に
過
去
へ
の
郷
愁
と
孤
独
感
を
一
層
強
め
る
結
果
と
な
っ
て

い
っ
た
。
寮
の
新
入
生
歓
迎
コ
ン
パ
に
参
加
し
、「
騒
々
し
さ
は
も
う
、
僕
の
若

さ
を
よ
み
が
え
ら
せ
て
く
れ
な
い
」（『
ど
く
と
る
マ
ン
ボ
ウ
青
春
期
』）、「
途
方

も
な
い
孤
独
と
人
は
言
う
が
、や
っ
ぱ
り
ほ
の
か
な
も
の
同
士
の
つ
な
が
り
を
、

そ
こ
は
か
と
な
い
因
果
を
、僕
は
信
じ
な
い
わ
け
に
い
か
な
い
」（「
日
記
」「
四

月
十
一
日
」（P.16

））
と
記
し
た
。
募
る
孤
独
感
は
杜
夫
の
抒
情
性
を
一
層
強

め
、「
四
月
十
三
日
」
の
「
日
記
」
は
以
下
の
よ
う
な
心
の
叫
び
と
な
っ
た
。
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稚
さ
と
若
さ
の
住
ん
だ
町
の
手
も
つ
け
ら
れ
な
い
な
つ
か
し
さ
、
う
れ

し
さ
、
ほ
の
か
さ
、
そ
う
し
て
見
な
れ
た
、
歩
き
な
れ
た
道
と
と
け
き
っ

て
い
る
学
校
と
、
心
に
残
り
、
ま
た
残
し
た
で
あ
ろ
う
そ
ん
な
人
々
。
そ

う
、そ
う
だ
。
僕
は
、僕
は
ほ
ん
と
う
に
、も
う
帰
り
た
く
な
い
。（P.19

）

　

更
に
松
本
を
去
る
「
四
月
十
八
日
」
は
「
な
つ
か
し
か
っ
た
信
州
よ
、
僕
の

若
さ
の
す
て
ど
こ
ろ
よ
、
し
ば
し
、
さ
よ
う
な
ら
。
感
情
は
理
性
を
麻
痺
さ
せ

る
」（P.22

）
と
万
感
の
思
い
を
記
し
て
い
る
。
当
時
の
こ
う
し
た
情
況
を
み
る

と
、
東
北
大
学
一
年
時
の
杜
夫
の
当
面
の
課
題
は
、
松
本
時
代
の
失
わ
れ
た
過

去
を
追
憶
せ
ざ
る
を
え
な
い
自
分
自
身
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
浮
か
ん
で

く
る
。

そ
う
し
た
杜
夫
が
「
リ
ル
ケ
の
言
葉
を
か
み
し
め
て
い
た
。」（
日
記
１
）
と

記
す
そ
の
リ
ル
ケ
の
言
葉
と
は
、
い
か
な
る
言
葉
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

『
マ
ル
テ
の
手
記
』
の
第
一
部
の
前
半
に
は
、「
見
る
こ
と
か
ら
学
び
始
め
た
」

マ
ル
テ
の
心
に
浮
か
ん
だ
創
作
に
対
す
る
一
つ
の
思
念
が
描
か
れ
た
叙
述
が
あ

る
。
ま
た
そ
の
後
、「
見
る
こ
と
か
ら
学
び
始
め
た
の
だ
か
ら
」
と
自
分
の
仕
事

と
し
て
少
年
時
代
の
病
気
の
思
い
出
を
追
憶
し
、
マ
ル
テ
が
「
詩
」（「
追
憶
」）

に
つ
い
て
考
察
し
た
叙
述
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
先
の
「
日
記
」
の
内
容
と
重
な

る
意
味
内
容
を
も
っ
て
お
り
、
当
時
の
杜
夫
が
か
み
し
め
た
で
あ
ろ
う
リ
ル
ケ

の
言
葉
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
以
下
に
そ
の
二
箇
所
を
引
用
す
る
。

僕
は
ま
ず
こ
こ
で
見
る
こ
と
か
ら
学
ん
で
ゆ
く
つ
も
り
だ
。
な
ん
の

せ
い
か
知
ら
ぬ
が
、
す
べ
て
の

0

0

0

0

0も
の
が
僕
の
心
の
底
に
深
く
沈
ん
で
ゆ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

く0

。
ふ
だ
ん
そ
こ
が
行
詰
り
に
な
る
と
こ
ろ
で
決
し
て
止
ら
ぬ
の
だ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
僕0

に
は
僕
の
知
ら
な
い
奥
底
が
あ
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
す
べ
て
の
も
の
が

0

0

0

0

0

0

0

、
い
ま
そ
の
知
ら

0

0

0

0

0

0

な
い
奥
底
へ
流
れ
落
ち
て
ゆ
く

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
そ
こ
で
ど
ん
な
こ
と
が
起
る
か
は
、
僕

に
ち
っ
と
も
わ
か
ら
な
い
。（
傍
点
引
用
者
）（『
リ
ル
ケ
全
集
第
四
巻
』）

（P.8

）
追
憶

0

0

を
持
つ
だ
け
な
ら
、
一
向
な
ん
の
足
し
に
も
な
ら
ぬ
の
だ
。
追
憶

が
多
く
な
れ
ば
、
次
に
は
そ
れ
を
忘
却
す
る
こ
と
が
で
き
ね
ば
な
ら
ぬ
だ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

ろ
う

0

0

。
そ
し
て

0

0

0

、
再
び
思
い
出
が
帰
る
の
を
待
つ
大
き
な
忍
耐
が
い
る
の

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

だ0

。
思
い
出
だ
け
な
ら
な
ん
の
足
し
に
も
な
り
は
せ
ぬ
。
追
憶
が
僕
ら
の

血
と
な
り
、
目
と
な
り
、
表
情
と
な
り
、
名
前
の
わ
か
ら
ぬ
も
の
と
な
り
、

も
は
や
僕
ら
自
身
と
区
別
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
、
初
め
て
ふ
と

0

0

し
た

0

0

0偶
然
に

0

0

0

、
一
編
の
詩
の
最
初
の
言
葉
は

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、0

そ
れ
ら
思
い
出
の
真
ん
中

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

に
思
い
出
の
陰
か
ら
ぽ
っ
か
り
生
れ
て
く
る
の
だ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。（
傍
点
引
用
者
）（『
リ

ル
ケ
全
集
第
四
巻
』）（P.21

）

　

杜
夫
が
着
目
し
た
と
思
わ
れ
る
こ
れ
ら
の『
マ
ル
テ
の
手
記
』の
叙
述
は
、リ

ル
ケ
が「
一
篇
の
詩
」が
生
ま
れ
る
プ
ロ
セ
ス
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
見
た
も

の
が
心
の
奥
底
に
流
れ
落
ち
て
ゆ
き
、一
旦
記
憶
（
思
い
出
）
と
な
る
。
次
に
、

追
憶
し
た
過
去
を
忘
却
し
た
後
、
忍
耐
の
果
て
に
ふ
と
し
た
偶
然
に
ぽ
っ
か
り

と
再
び
蘇
っ
て
く
る
最
初
の
言
葉
こ
そ
、詩
の
誕
生
で
あ
る
と
し
て
い
る
。「
日

記
１
」「
日
記
２
」「
日
記
３
」
に
は
、
こ
う
し
た
リ
ル
ケ
の
詩
作
品
誕
生
の
思

念
に
対
す
る
杜
夫
の
享
受
の
様
子
が
よ
く
表
現
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
。

　
「
日
記
１
」
の
「
山
河
が
あ
っ
た
。
忘
却
の
淵
に
沈
み
、や
が
て
浮
か
ん
で
く

る
で
あ
ろ
う
山
河
が
」
は
、
リ
ル
ケ
の
「
詩
」（「
追
憶
」）
の
思
念
を
積
極
的

に
理
解
し
た
う
え
で
の
共
感
的
、
追
体
験
的
な
記
述
と
な
っ
て
い
る
。「
追
憶
」

「
忘
却
」
の
後
、「
ふ
と
し
た
偶
然
に
、
一
編
の
詩
の
最
初
の
言
葉
は
、
そ
れ
ら

思
い
出
の
真
ん
中
に
思
い
出
の
陰
か
ら
ぽ
っ
か
り
生
れ
て
く
る
の
だ
」
と
、
松

本
を
訪
れ
た
杜
夫
が
共
感
し
、
信
州
の
「
山
河
」
に
当
て
は
め
享
受
し
て
記
し
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た
も
の
と
考
え
る
。

「
日
記
２
」
の
「
記
憶
が
名
の
な
い
も
の
と
な
り
、
僕
ら
自
身
と
区
別
が
つ

か
な
く
な
っ
て
、
一
篇
の
詩
は
ぽ
っ
か
り
生
れ
て
く
る
と
言
う
。「
す
べ
て
の

も
の
が
僕
の
こ
こ
ろ
の
底
ふ
か
く
し
ず
ん
で
ゆ
く
。
普
段
そ
こ
が
行
き
づ
ま
り

に
な
る
は
ず
の
へ
ん
を
容
赦
な
く
突
き
ぬ
け
て
、
深
い
僕
の
知
ら
ぬ
奥
底
へ
な

が
れ
て
ゆ
く
」」
は
、
ま
さ
に
先
の
「
見
る
こ
と
か
ら
学
び
始
め
た
」
と
言
う

リ
ル
ケ
が
『
マ
ル
テ
の
手
記
』
に
描
い
た
思
念
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
引
用
し
て
い

る
こ
と
が
分
か
る
。

そ
し
て
「
日
記
３
」
の
「
過
ぎ
去
っ
た
も
の
よ
。
忘
却
を
、
僕
も
信
じ
よ
う

（
中
略
）
ふ
い
と
君
や
君
の
お
も
か
げ
の
浮
ぶ
時
、
僕
は
一
篇
の
詩
が
作
れ
る

だ
ろ
う
」
は
、
マ
ル
テ
の
「
詩
」（「
追
憶
」）
に
つ
い
て
の
考
察
「
次
に
は
そ

れ
を
忘
却
す
る
こ
と
が
で
き
ね
ば
な
ら
ぬ
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
再
び
思
い
出
が

帰
る
の
を
待
つ
大
き
な
忍
耐
が
い
る
の
だ
」
を
自
ら
信
じ
実
践
し
、
表
現
し
て

い
こ
う
と
す
る
杜
夫
の
意
志
の
現
れ
と
も
読
み
と
れ
る
。
更
に
「
日
記
３
」
に

は
、自
ら
の
短
歌
を
添
え
た
こ
と
か
ら
も
決
意
の
ほ
ど
が
窺
え
る
。
ま
た
、「
日

記
３
」
に
は
「
今
、
リ
ル
ケ
、
光
太
郎
を
思
う
は
力
で
あ
る
」
と
記
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
リ
ル
ケ
の
敬
愛
し
た
ロ
ダ
ン
、
ロ
ダ
ン
を
師
と
仰
い
だ
光
太
郎
へ

の
、
ひ
と
連
な
り
の
熱
い
敬
慕
も
見
え
て
く
る
。

昭
和
二
十
三
年
の
四
月
、
五
月
、
六
月
の
「
日
記
」
に
は
ロ
ダ
ン
や
光
太
郎

に
寄
せ
る
思
い
が
度
々
記
さ
れ
て
い
る
。「
日
記
」
の
冒
頭
「
四
月
四
日
」
は
、

「Arbeit

」
か
ら
始
ま
る
四
連
の
詩
が
記
さ
れ
、当
時
の
杜
夫
の
創
作
活
動
へ
の

思
い
が
描
か
れ
て
い
る
。
詩
の
四
連
目
は
、「
俺
は
ペ
ン
を
は
ふ
り
出
す
／
（
中

略
）
醗
酵
す
る
の
を
頼
ん
で
ゐ
る
／
溢
れ
み
な
ぎ
る
の
を
期
し
て
ゐ
る
／
詩
は

た
ま
り
か
ね
た
嘔
吐
だ
／
（
中
略
）
悲
し
いArbeit

の
足
跡
だ
」
と
結
ん
で
い

る
。
こ
の
「Arbeit

」（
独
、仕
事
）
は
リ
ル
ケ
が
ロ
ダ
ン
か
ら
学
ん
だ
芸
術
創

作
の
基
本
姿
勢
の
「
手
仕
事
」（Handw

erk

）、「
仕
事
」
で
あ
り
、
リ
ル
ケ
は

「
美
術
論
Ⅰ
ロ
ダ
ン
」
の
講
演
で
繰
り
返
し
克
明
に
論
じ
た
。
杜
夫
は
そ
の
「
手

仕
事
」
を
「Arbeit

」
と
し
て
自
ら
の
詩
に
描
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ

の
頃
の
「
日
記
」
に
は
「
仕
事
」、「
リ
ル
ケ
」、「
ロ
ダ
ン
」、「
光
太
郎
」
等
の

記
述
が
多
く
、
そ
の
傾
倒
ぶ
り
が
理
解
で
き
る
。
主
な
と
こ
ろ
を
以
下
に
引
用

す
る
。

が
っ
き
が
っ
き
と
歩
み
た
い
。
仕
事
を
し
た
い
。（「
四
月
十
一
日
」）

（P.17

）

「
の
ろ
い
と
い
う
事
は
一
つ
の
美
で
す
」
―
―
ロ
ダ
ン
「
手
仕
事
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。
手
仕
事
が
す
べ
て
で
す
」
な
ん
と
痛
い
言
葉
を
発
す
る
の

だ
、
こ
の
彫
刻
家
は
。
僕
は
「
木
っ
葉
童
子
」
と
し
て
光
太
郎
に
向
う
の

だ
ろ
う
か
。（「
四
月
二
十
日
」）（P.23

）

生
産
し
ろ
。
が
っ
ち
が
っ
ち
と
言
葉
を
固
め
ろ
。純
粋
に
突
き
す
す
め
。

死
物
狂
い
と
な
っ
た
お
前
を
見
た
い
も
の
だ
。
仕
事
を
し
ろ
。
毎
日
毎
日

書
き
た
め
ろ
。（「
五
月
十
日
」）（P.36

）

だ
っ
て
し
ょ
う
が
な
い
ん
だ
。
茂
吉
と
、
光
太
郎
と
、
海
の
向
う
の
あ

ん
な
人
々
が
い
た
以
上
は
。（「
五
月
十
六
日
」
断
章
）（P.50

）

冷
た
い
ポ
ス
ト
の
入
口
に
、
厚
い
、
そ
の
運
命
の
封
筒
を
差
入
れ
、

ち
ょ
っ
と
そ
の
重
さ
を
手
先
に
の
せ
た
の
ち
、
ポ
ト
ン
と
落
っ
こ
と
し
た

（
中
略
）（
註
。
こ
の
封
筒
と
い
う
の
は
高
村
光
太
郎
に
詩
を
見
て
貰
お
う

と
出
し
た
手
紙
（
後
略
））。（「
五
月
十
八
日
」）（PP.61-62

）



138

電
車
を
待
ち
な
が
ら
、
リ
ル
ケ
の
「
ロ
ダ
ン
」
を
取
り
出
し
て
読
ん

だ
。
―
―
英
雄
と
は
動
か
し
難
く
集
中
せ
ら
れ
た
る
者
を
言
う
（
エ
ー
ス

マ
ン
）。
そ
ん
な
言
葉
が
扉
に
あ
っ
た
。（
中
略
）
小
都
会
の
電
車
通
り
の

風
景
が
、
何
か
し
ら
ロ
ダ
ン
の
持
っ
た
孤
独
を
思
わ
せ
た
。
黙
々
と
堪
え

抜
く
力
。（「
六
月
一
日
」）（P.102

）

　
「
日
記
４
」
の
「
偉
大
な
る
女
」
は
、
リ
ル
ケ
が
「
愛
の
女
た
ち
」「
偉
大
な

恋
す
る
女
た
ち
」「
愛
す
る
女
」
等
と
名
づ
け
た
女
性
像
を
指
し
て
い
る
と
考
え

る
。
こ
れ
は
『
マ
ル
テ
の
手
記
』
の
中
に
も
、
清
ら
か
な
一
筋
の
愛
に
生
き
愛

に
死
ん
だ
女
性
の
魂
の
深
い
美
し
さ
と
し
て
描
か
れ
た
。
ま
た
こ
れ
ら
の
女
性

の
姿
は
、
リ
ル
ケ
の
言
う
「
能
動
の
愛
」
で
あ
り
、
リ
ル
ケ
に
と
っ
て
「
愛
す

る
こ
と
は
、永
遠
の
持
続
だ
」
と
い
う
芸
術
活
動
の
理
想
で
も
あ
っ
た
。「
日
記

４
」
は
『
マ
ル
テ
の
手
記
』
の
こ
の
「
愛
の
女
た
ち
」
の
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
し

て
杜
夫
が
当
時
の
現
実
を
見
て
、
当
面
し
て
い
る
情
況
に
つ
い
て
感
じ
た
こ
と

を
率
直
に
表
現
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
て
、「
日
記
５
」
は
恩
師
望
月
市
恵
へ
の
親
し
み
と
尊
敬
が
読
み
取
れ
、

先
の
リ
ル
ケ
へ
の
憧
憬
が
翌
年
も
継
続
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。「
日
記
６
」

「
日
記
７
」
は
『
幽
靈
』
執
筆
直
前
と
執
筆
開
始
時
で
あ
る
が
、「
日
記
６
」
の

「「
マ
ル
テ
の
手
記
」
の
強
烈
な
シ
ョ
ッ
ク
、
今
も
忘
れ
ず
。
ケ
ン
キ
ョ
に
な
り

た
い
」
に
は
、『
幽
靈
』
執
筆
に
向
け
て
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
、
改
め
て
『
マ

ル
テ
の
手
記
』
か
ら
感
じ
取
っ
て
い
る
様
子
が
窺
え
る
。「
日
記
７
」
に
は
、執

筆
開
始
時
に
、
杜
夫
自
ら
「「
マ
ル
テ

0

0

0

」
の
影
響
が
大
き
い

0

0

0

0

0

0

0

」
と
記
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
「
日
記
」
は
そ
れ
ぞ
れ
リ
ル
ケ
の
影
響
を
証
明

す
る
貴
重
な
証
拠
資
料
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
る
。

　
　
　

三
、二
人
の
媒
介
者

１
　
望
月
　
市
恵

　

杜
夫
に
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
や
リ
ル
ケ
へ
の
道
を
開
い
た
第
一
の
媒
介
者
と
も

言
え
る
松
本
高
校
時
代
の
ド
イ
ツ
語
の
恩
師
、
望
月
市
恵
と
の
出
会
い
に
つ
い

て
は
、
先
の
論
考
「
４　

精
神
的
思
春
期
」
に
述
べ
た
。

　

望
月
市
恵
（1901

・1

・２ 5

～1991

・9

・8

）
は
、
長
野
県
南
安
曇

郡
穂
高
町
（
現
安
曇
野
市
）
出
身
、
杜
夫
の
松
本
高
校
の
先
輩
に
あ
た
る
。
文

科
乙
類
を
卒
業
後
、
東
京
帝
国
大
学
文
学
部
独
文
科
卒
、
立
教
大
学
予
科
教
授
、

静
岡
高
等
学
校
教
授
、
第
一
高
等
学
校
教
授
、
松
本
高
等
学
校
教
授
の
の
ち
信

州
大
学
教
授
を
歴
任
し
、
退
官
し
て
名
誉
教
授
と
な
っ
た
。
多
く
の
ド
イ
ツ
文

学
を
翻
訳
し
、訳
書
に
は
マ
ン
の
『
魔
の
山
』『
ブ
ッ
テ
ン
ブ
ロ
ー
ク
家
の
人
び

と
』、
リ
ル
ケ
の
『
マ
ル
テ
の
手
記
』
な
ど
堅
牢
な
翻
訳
が
数
多
く
あ
る
。
杜

夫
が
、
当
時
手
に
取
っ
た
と
思
わ
れ
る
望
月
訳
『
マ
ル
テ
の
手
記
』
は
現
在
信

州
大
学
附
属
中
央
図
書
館
書
庫
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
（「
資
料
９　

信
大
書
庫

Ｂ
」（「
松
本
時
代
の
北
杜
夫　

其
の
四
（
資
料
編
）
―
―
初
期
作
品
関
連
資
料

―
―
」）
参
照
）。
杜
夫
を
は
じ
め
多
く
の
松
本
高
校
生
は
望
月
を
慕
い
、
そ
の

翻
訳
を
手
に
取
り
、
度
々
穂
高
の
自
宅
を
訪
ね
た
。
望
月
は
、
ド
イ
ツ
文
学
者

の
小
塩
節
や
映
画
監
督
の
熊
井
啓
ら
に
も
影
響
を
与
え
、
松
本
高
校
生
に
愛
さ

れ
た
名
物
教
授
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　

中
で
も
杜
夫
の
望
月
へ
の
敬
愛
の
念
は
並
々
な
ら
ぬ
も
の
が
あ
っ
た
と
察
す

る
。『
ど
く
と
る
マ
ン
ボ
ウ
青
春
記
』
に
は
そ
の
出
会
い
を
記
し
、『
幽
靈
』
を

は
じ
め
、「
日
記
」『
若
き
日
の
友
情
―
辻
邦
生
・
北
杜
夫
往
復
書
簡
』『
人
生
の

ず
る
休
み
』「
最
初
の
酒
乱
」（『
北
杜
夫
全
集
第
15
巻
』P.234

）
等
、
数
多
く

の
作
品
に
そ
の
人
柄
を
描
き
、
そ
し
て
常
に
感
謝
の
念
を
抱
き
な
が
ら
唯
一
無

二
の
つ
な
が
り
を
記
し
た
。

『
幽
靈
』
の
「
第
四
章
」
で
は
、「
学
校
の
図
書
館
の
書
庫
に
お
い
て
の
出
来
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事
」
の
挿
話
と
し
て
、
父
の
書
籍
の
記
憶
と
折
り
合
わ
せ
、「
独
逸
語
の
教
授
」

と
の
や
り
と
り
が
描
か
れ
た
。そ
こ
で
は
、独
逸
語
研
究
会
に
出
席
し
た
主
人
公

「
僕
」が
、『
地
獄
め
ぐ
り
』の「Tief　

ist　

Brunnen　

der　

Vergangenheit.
（
過
去
と
い
う
泉
は
深
い
）」（『
幽
靈
』P.220

）
の
一
行
と
出
会
っ
て
い
く
プ

ロ
ロ
ー
グ
と
し
て
望
月
と
思
し
き
人
物
を
登
場
さ
せ
て
い
る
。 

　

ま
た
、先
に
引
用
し
た
エ
ッ
セ
ー
『
人
生
の
ず
る
休
み
』
で
は
「『
幽
霊
』
は
、

か
な
り
リ
ル
ケ
の
『
マ
ル
テ
の
手
記
』
の
影
響
を
受
け
て
い
る
の
で
あ
る
」
の

告
白
の
前
に
、
以
下
の
回
想
が
記
さ
れ
、
そ
こ
に
は
望
月
へ
の
杜
夫
の
感
謝
の

念
と
二
人
の
深
い
師
弟
愛
が
滲
み
で
て
い
る
。

最
近
よ
く
思
い
出
す
の
は
旧
制
松
本
高
校
時
代
の
ド
イ
ツ
語
の
先
生
、

望
月
市
恵
先
生
の
こ
と
で
あ
る
。
先
生
は
た
だ
ド
イ
ツ
語
を
教
え
ら
れ
る

だ
け
で
は
な
く
、
人
間
的
な
生
き
方
を
教
え
ら
れ
た
と
思
う
。

私
が
信
州
大
町
の
軍
需
工
場
、
昭
和
電
工
の
工
場
に
学
徒
動
員
と
し

て
行
っ
て
い
た
時
そ
こ
で
終
戦
を
迎
え
た
。
そ
の
時
に
私
が
詠
ん
だ
短

歌
、「
星
空
の
い
つ
く
し
き
か
も
お
の
づ
か
ら　

涙
あ
ふ
れ
つ　

国
破
れ

た
り
」
を
大
き
な
紙
に
私
に
書
か
せ
、
そ
れ
を
き
ち
ん
と
表
装
さ
れ
て
私

が
訪
ね
て
行
く
と
部
屋
に
か
け
て
お
ら
れ
た
。（P.56

）

一
方
、
望
月
は
「
松
本
高
等
学
校
時
代
の
北
杜
夫
君
」（『
北
杜
夫
の
世
界
』

（
新
評
社
））
に
、
当
時
の
杜
夫
の
思
い
出
を
記
し
て
い
る
。
昭
和
二
十
一
年
四

月
、
望
月
が
松
本
高
校
に
赴
任
し
た
こ
ろ
の
杜
夫
（
理
科
乙
類
）
の
印
象
は
、

「
と
に
か
く
北
杜
夫
君
は
、
好
奇
心
の
強
い
生
徒
」
で
あ
っ
た
と
し
、
い
く
つ

か
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
て
い
る
。
西
寮
の
総
務
委
員
と
し
て
校
友
会
活
動

に
忙
し
く
、「
授
業
が
始
ま
っ
て
大
分
過
ぎ
て
か
ら
、
忙
し
そ
う
に
入
っ
て
く

る
こ
と
が
多
か
っ
た
」
こ
と
。
ド
イ
ツ
語
の
テ
キ
ス
ト
『
水
晶
』（
シ
ュ
テ
ィ

フ
タ
ー
）
の
一
部
を
五
七
調
に
訳
し
て
き
た
こ
と
。
校
友
会
の
新
旧
委
員
長
交

替
の
席
上
で
酔
っ
て
望
月
の
頭
を
「
自
由
の
た
め
に
擲
っ
た
」
こ
と
。
杜
夫
が

卒
業
時
に
、
四
人
の
友
人
と
褌
一
つ
で
望
月
を
担
ぎ
あ
げ
庭
に
出
て
、「
デ
カ

ン
シ
ョ
踊
り
を
踊
っ
て
み
せ
て
く
れ
た
こ
と
」。
杜
夫
の
進
路
に
つ
い
て
、
動

物
学
と
精
神
医
学
の
ど
ち
ら
を
選
択
す
べ
き
か
と
相
談
を
受
け
た
こ
と
等
、
極

親
し
い
恩
師
で
な
け
れ
ば
語
れ
な
い
青
年
杜
夫
の
貴
重
な
一
面
が
紡
が
れ
て
い

る
。
ま
た
文
末
に
は
、
杜
夫
の
文
学
の
要
素
と
し
て
『
楡
家
の
人
び
と
』
の
叙

事
性
と
、『
幽
靈
』
の
抒
情
性
を
挙
げ
な
が
ら
、
マ
ン
ボ
ウ
も
の
の
ユ
ー
モ
ア
は

両
方
に
ち
ら
ば
っ
て
い
る
と
、
懇
に
し
て
適
切
な
寸
評
を
添
え
結
ん
で
い
る
。

さ
て
、「
日
記
」
を
見
る
と
、
杜
夫
の
望
月
宅
訪
問
は
仙
台
に
行
っ
て
か
ら

も
続
い
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
こ
で
、そ
の
実
際
の
状
況
を
明
ら
か
に
し
、

杜
夫
は
望
月
か
ら
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
学
ん
だ
の
か
、
ま
た
そ
れ
は
何
の
た
め

で
あ
っ
た
の
か
、「
日
記
」
か
ら
考
察
し
て
お
き
た
い
。

昭
和
二
十
三
年
（
東
北
大
学
医
学
部
一
年
）
か
ら
昭
和
二
十
八
年
（
同
大
学

附
属
病
院
イ
ン
タ
ー
ン
）
ま
で
の
「
日
記
」
を
精
読
す
る
と
、
望
月
に
関
連
す

る
記
述
は
二
十
三
箇
所
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
杜
夫
は
こ
の
間
、
松
本

を
十
一
回
訪
ね
て
お
り
、
そ
の
う
ち
九
回
は
望
月
と
何
ら
か
の
具
体
的
接
触
を

と
っ
て
い
る
。
そ
の
内
訳
は
自
宅
訪
問
五
回
（
宿
泊
四
回
）、
対
談
・
授
業
出

席
・
宴
席
等
四
回
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
杜
夫
は
松
本
行
の
際
は
、
ほ
ぼ

毎
回
望
月
と
対
話
を
し
、
教
え
を
乞
う
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
尚
、
望
月
と

接
触
の
な
か
っ
た
二
回
は
、
昭
和
二
十
五
年
十
一
月
の
「
幽
靈
」
執
筆
開
始
前

の
八
回
目
の
松
本
行
（
7
・
8
～
7
・
24
）
と
、
九
回
目
の
松
本
行
（
10
・
23

～
10
・
29
）
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
北
ア
ル
プ
ス
方
面
の
登
山
や
三
城
牧
場
方
面

の
散
策
に
つ
い
て
の
内
容
で
あ
り
、
作
品
執
筆
に
必
要
と
な
っ
た
取
材
目
的
の

松
本
行
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
二
十
三
箇
所
の
「
日
記
」
に
し
ば
し
ば
添
え
ら
れ
る
言
葉
は
、「
こ
の
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よ
う
な
先
生
を
持
つ
幸
せ
は
大
き
い
」「
幸
福
な
気
持
で
お
宅
を
辞
す
」「
何
と

い
う
有
難
さ
、
よ
き
師
で
あ
ろ
う
」「
い
い
先
生
だ
、
と
に
も
か
く
に
も
」「
つ

く
づ
く
い
い
先
生
だ
と
思
っ
た
」
等
、望
月
を
師
と
し
て
学
べ
る
喜
び
と
幸
福
、

敬
愛
、
感
謝
の
言
葉
で
あ
る
。
先
の
晩
年
の
杜
夫
の
言
葉
の
よ
う
に
、
杜
夫
は

望
月
の
人
間
味
あ
ふ
れ
る
対
応
に
再
会
の
度
ご
と
に
感
激
し
、
心
の
底
か
ら
望

月
を
信
頼
し
、
師
と
仰
い
だ
も
の
と
受
け
と
め
ら
れ
る
。
当
時
、
杜
夫
は
望
月

と
ど
ん
な
話
を
し
、
何
を
学
び
得
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
具
体
的
内
容
は
あ

ま
り
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、「
日
記
」
の
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
の
記
述
を
結
び
な
が
ら

以
下
に
考
察
す
る
。

ま
ず
、望
月
に
関
連
す
る
「
日
記
」
の
内
容
で
最
も
多
く
書
か
れ
た
こ
と
は
、

当
時
杜
夫
が
求
め
た
マ
ン
の
情
報
で
あ
る
。
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
抒
情
的
要
素

が
強
か
っ
た
当
時
の
杜
夫
が
、
マ
ン
の
堅
牢
な
叙
事
的
文
体
と
そ
の
物
語
性
に

憧
れ
、
強
く
惹
か
れ
、
そ
れ
を
学
び
と
ろ
う
と
し
て
い
た
姿
が
見
え
て
く
る
。

昭
和
二
十
三
年
八
月
十
四
日
の
「
日
記
」
に
は
、
以
下
の
「
註
」（
出
版
時
の

「
註
」、
筆
者
記
）
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。

（
註
。
ま
だ
敗
戦
か
ら
ほ
ど
遠
か
ら
ぬ
頃
で
、マ
ン
の
動
静
も
ほ
と
ん
ど

伝
わ
っ
て
こ
な
か
っ
た
。
以
前
の
マ
ン
の
原
書
も
入
手
で
き
な
か
っ
た
か

ら
、
私
は
松
高
へ
行
く
た
び
に
図
書
館
や
望
月
先
生
か
ら
本
を
借
り
て
、

自
分
の
訳
本
に
好
き
な
個
所
を
書
き
こ
ん
だ
。）（P.196

）

二
回
目
の
松
本
行
（
昭
23
・
7
・
12
～
7
・
21
）
で
は
訪
問
の
際
、
牛
肉
を

ご
馳
走
に
な
り
、
マ
ン
の
「
人
生
略
図
」
を
借
り
て
い
る
。
そ
の
後
、
茂
吉
の

箱
根
行
（
7
・
26
～
8
・
28
）
に
同
行
し
、「
人
生
略
図
」
を
抜
書
し
た
と
す
る

「
日
記
」
の
記
述
が
四
回
（7/30

・8/11

・8/13

・8/14

）
あ
り
、
そ
の
熱

意
の
ほ
ど
が
窺
え
る
。

次
に
注
目
し
た
い
内
容
は
、
作
品
執
筆
に
向
け
て
の
取
材
的
な
内
容
で
あ

る
。
昭
和
二
十
五
年
一
月
十
八
日
の
「
日
記
」
に
は
、「
ギ
リ
シ
ャ
に
狐
が
い
ま

す
か
ね
え
」（
７
回
目
松
本
行
）
と
望
月
ら
数
名
の
教
授
に
尋
ね
た
と
あ
る
が
、

文
末
の
「
註
」（
出
版
時
「
註
」、
筆
者
記
）
に
は
、「
ギ
リ
シ
ャ
に
キ
ツ
ネ
が
い

る
か
い
な
い
か
は
、「
牧
神
の
午
後
」
の
取
材
」
と
あ
る
。
実
際
、
そ
れ
か
ら
一

カ
月
後
の
二
月
十
七
日
に
は
「「
牧
神
の
午
後
」
を
書
き
始
む
」
と
記
さ
れ
て
お

り
、
取
材
が
目
的
の
一
つ
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
同

年
七
月
（
８
回
目
松
本
行
）
と
十
月
（
９
回
目
松
本
行
）
の
松
本
行
で
は
、
北

ア
ル
プ
ス
（
燕
岳
・
槍
ヶ
岳
・
上
高
地
・
徳
本
峠
）
方
面
や
三
城
牧
場
方
面
に

足
を
運
ん
で
い
る
。
こ
の
二
度
の
松
本
行
の
前
後
を
見
る
と
、「
少
年
」
や
「
幽

靈
」
の
執
筆
時
期
と
重
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
同
年
六
月
二
十
九
日
に

は
「「
少
年
」
と
い
う
テ
ー
マ
を
思
い
つ
い
て
ニ
コ
ニ
コ
し
て
い
る
」（P.490

）、

七
月
二
十
八
日
に
は
「
く
ら
い
電
気
の
下
で
「
少
年
」
を
書
く
」（P.492

）
と

あ
る
。
そ
し
て
、「
少
年
」
着
想
か
ら
ほ
ぼ
一
年
後
の
昭
和
二
十
六
年
六
月
六

日
に
は
「
今
日
、「
少
年
」
八
十
八
枚
や
っ
と
書
き
あ
げ
た
」
と
記
し
て
い
る
。

ま
た
、
九
回
目
の
松
本
行
の
後
、
昭
和
二
十
五
年
十
一
月
七
日
に
は
「
二
、三

日
前
か
ら
「
幽
霊
」
と
い
う
短
篇
を
書
き
だ
し
た
」（P.520

）
と
あ
る
。
よ
っ

て
、
こ
の
時
期
の
二
度
の
松
本
行
は
『
少
年
』『
幽
靈
』
に
共
通
す
る
ク
ラ
イ

マ
ッ
ク
ス
と
な
る
主
人
公
「
僕
」
が
ア
ル
プ
ス
で
覚
醒
し
て
い
く
場
面
の
取
材

で
あ
っ
た
可
能
性
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
、
望
月
と
の
接
触
は
特
に
記
さ
れ
て

い
な
い
。

昭
和
二
十
四
年
、
杜
夫
流
「
望
月
市
恵
論
」
に
「
リ
ル
ケ
は
主
観
を
現
わ
す

客
体
を
外
界
に
求
め
た
の
で
す
よ
、
エ
ヘ
ヘ
ヘ
」
と
語
る
男
」
と
書
き
、
マ
ン

の
著
書
を
借
り
、
抜
書
し
た
よ
う
に
、
杜
夫
は
望
月
か
ら
リ
ル
ケ
や
マ
ン
に
つ

い
て
学
ん
だ
。
特
に
、
今
回
望
月
に
関
連
す
る
「
日
記
」
を
見
る
限
り
で
は
、

杜
夫
が
マ
ン
に
つ
い
て
学
ぼ
う
と
す
る
際
の
媒
介
者
と
し
て
の
望
月
の
助
言
や
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援
助
が
濃
厚
で
あ
っ
た
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
二
人
の
間
に
交
わ
さ
れ
た
書
簡
等

関
係
資
料
が
未
公
開
で
あ
り
、
更
な
る
内
容
の
考
察
は
今
後
の
研
究
課
題
と
し

た
い
。

尚
、『
幽
靈
』
第
四
章
の
学
校
の
図
書
館
の
挿
話
に
、「「
ヨ
ゼ
フ
は
あ
り
ま
せ

ん
ね
。
誰
か
借
出
し
て
い
つ
て
る
の
で
せ
う
」
と
敎
授
が
い
つ
た
」（P.219

）、

「Tief　

ist　
Brunnen　

der　

Vergangenheit.

（
過
去
と
い
ふ
泉
は
深
い
）」

（P.220

）
等
、
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
の
『
ヨ
セ
フ
と
そ
の
兄
弟
』
を
作
品
素
材
と

し
て
描
き
、望
月
と
思
わ
れ
る
ド
イ
ツ
語
の
教
授
を
登
場
さ
せ
て
い
る
こ
と
は
、

『
マ
ル
テ
の
手
記
』
と
『
幽
靈
』
の
対
比
研
究
を
進
め
て
い
く
に
あ
た
り
、杜
夫

の
独
創
性
を
考
察
す
る
う
え
で
重
要
な
視
点
で
あ
る
と
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

　

２
　
大
山
　
定
一
　
　

杜
夫
を
リ
ル
ケ
に
導
い
た
第
二
の
媒
介
者
は
ゲ
ー
テ
や
リ
ル
ケ
の
翻
訳
者

で
、ド
イ
ツ
文
学
者
の
大
山
定
一
で
あ
る
と
考
え
る
。
そ
の
理
由
は
、先
の
「
日

記
２
」
の
末
尾
に
「
創
元
社　

大
山
定
一
「
リ
ル
ケ
雑
記
」
二
度
読
了
」
と
記

さ
れ
、『
リ
ル
ケ
雑
記
』
に
書
か
れ
た
『
マ
ル
テ
の
手
記
』
の
「
詩
」（「
追
憶
」）

や
「
愛
す
る
女
」
等
に
つ
い
て
の
リ
ル
ケ
の
思
念
が
、「
日
記
」（
１
・
２
・３
・

４
）
の
各
内
容
と
、
共
通
（
引
用
）
ま
た
は
類
似
し
て
い
る
箇
所
が
多
い
か
ら

で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、杜
夫
が
熱
心
に
『
リ
ル
ケ
雑
記
』（
創
元
社
）
を
読
ん
だ

形
跡
が
見
ら
れ
、
大
山
の
著
書
を
通
し
て
リ
ル
ケ
の
芸
術
観
を
学
び
享
受
し
て

い
っ
た
当
時
の
杜
夫
の
様
子
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

『
リ
ル
ケ
雑
記
』
は
「
百
花
文
庫
」
の
30
番
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。
そ
の
「
巻

末
小
記
」
に
は
、「
い
つ
に
な
れ
ば
「
リ
ル
ケ
研
究
」
を
書
き
あ
げ
る
か
確
實
な

目
當
て
の
な
い
僕
は
、
一
應
こ
ん
な
か
た
ち
で
い
ま
ま
で
の
仕
事
を
ま
と
め
て

み
た
の
で
あ
る
」（P.145

）
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
大
山
の
リ
ル
ケ
研

究
の
要
諦
を
ま
と
め
た
一
冊
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
本
書
は
以
下
の
よ
う
に

全
九
章
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
１
「
リ
ル
ケ
の
薔
薇
」、
２
「「
愛
の
女
」
た

ち
」、３
「
リ
ル
ケ
雑
記
」、４
「「
マ
ル
テ
の
手
記
」
跋
」、５
「
リ
ル
ケ
小
論
」、

６
「
友
へ
の
手
紙
」、
７
「
霊
感
に
つ
い
て
」、
８
「
詩
の
位
置
」、
９
「
動
物
詩

に
つ
い
て
」
で
あ
る
。

ま
た
大
山
に
関
連
し
て
は
、
昭
和
二
十
三
年
二
度
目
の
松
本
行
の
前
日
、
一

旦
帰
京
し
、
散
歩
か
ら
帰
っ
て
荷
造
り
を
し
た
際
、「
日
記
」
に
は
以
下
の
記
述

が
あ
る
。帰

っ
て
き
て
、
信
州
へ
の
荷
を
整
え
る
。
マ
ン
の
作
品
二
、三
、
評
論

二
、三
、そ
の
中
に
は
今
日
見
つ
け
て
嬉
し
か
っ
た
大
山
定
一
の
「
作
家
の

歩
み
に
つ
い
て
」
が
あ
る
。（
昭
和
23
・
7
・
11
）（P.170

）

『
作
家
の
歩
み
に
つ
い
て
―
―
ト
オ
マ
ス
・
マ
ン
覚
書
―
―
』（
甲
文
社
）
に

関
連
す
る
直
接
の
引
用
等
は
そ
れ
以
降
の
「
日
記
」
に
は
見
あ
た
ら
な
い
。
し

か
し
、
本
書
は
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
論
を
中
心
と
し
た
全
七
章
か
ら
な
る
文
学
論

で
あ
り
、
第
二
章
に
は
「
リ
ル
ケ
と
マ
ン
」、
第
五
章
に
は
「
知
性
に
つ
い
て

―
―
ト
オ
マ
ス
・
マ
ン
と
リ
ル
ケ
」
も
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
当
時
の
杜
夫
が
探

し
求
め
て
い
た
一
冊
で
あ
り
、
杜
夫
は
こ
の
出
会
い
を
「
今
日
見
つ
け
て
嬉
し

か
っ
た
」
と
率
直
に
記
し
て
お
り
、
大
山
へ
の
関
心
の
高
さ
が
窺
え
る
。

大
山
定
一
（1904

・4

・3 0

～1974

・7

・1

）
は
、
香
川
県
出
身
の

ド
イ
ツ
文
学
者
で
あ
り
、
京
都
大
学
名
誉
教
授
を
歴
任
し
た
。
そ
の
経
歴
は
、

旧
制
第
六
高
等
学
校
卒
業
後
、
京
都
帝
国
大
学
文
学
部
独
文
学
科
に
進
学
。
卒

業
後
は
、
旧
制
第
三
高
等
学
校
講
師
、
京
都
帝
国
大
学
文
学
部
講
師
、
法
政
大

学
予
科
講
師
な
ど
の
後
、
京
都
大
学
文
学
部
助
教
授
、
同
教
授
と
な
っ
た
。
京

都
大
学
を
退
官
後
は
関
西
学
院
大
学
教
授
を
務
め
た
。
翻
訳
に
は
、『
マ
ル
テ
・

ラ
ウ
リ
ツ
・
ブ
リ
ッ
ゲ
の
手
記
』（
白
水
社
）、『
リ
ル
ケ
選
集 

全
4
巻
』（
共
編
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訳 

新
潮
社
）、『
ゲ
ー
テ
詩
集
』（
創
元
選
書
）
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
著
書
に
は
、

当
時
杜
夫
が
手
に
し
た
『
リ
ル
ケ
雑
記
』
や
『
作
家
の
歩
み
に
つ
い
て 

―
―
ト

オ
マ
ス
・
マ
ン
覚
書
―
―
』
等
が
あ
る
。

さ
て
、
大
山
を
第
二
の
媒
介
者
と
し
て
確
定
す
る
具
体
的
な
根
拠
を
考
察
す

べ
く
、「
日
記
１
」
か
ら
「
日
記
４
」
に
つ
い
て
『
リ
ル
ケ
雑
記
』
と
の
照
合
を

進
め
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

「
日
記
１
」
に
は
、
直
接
的
な
『
リ
ル
ケ
雑
記
』
の
叙
述
は
見
あ
た
ら
な
い
。

し
か
し
、
リ
ル
ケ
の
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
し
た
杜
夫
の
視
線
は
、
信
州
松
本
の

「
山
河
」
か
ら
、
親
友
の
「
伴
の
家
の
庭
」
へ
と
移
り
、
早
咲
き
の
「
白
い
梅
」

の
花
、「
老
い
た
サ
フ
ラ
ン
」、「
未
来
へ
の
ヒ
ヤ
シ
ン
ス
」、
そ
し
て
、
純
潔
な

「
水
仙
の
黃
い
ろ
」
へ
と
焦
点
が
絞
ら
れ
て
い
き
、「
ま
た
何
と
な
く
僕
は
リ
ル

ケ
と
つ
ぶ
や
く
」
に
い
た
っ
て
い
る
。
ス
イ
セ
ン
の
学
名Narcissus 

は
、
ギ

リ
シ
ャ
神
話
に
登
場
す
る
美
少
年
ナ
ル
キ
ッ
ソ
ス
（
ナ
ル
シ
ス
）
に
由
来
す
る
。

水
に
映
っ
た
己
の
姿
に
恋
い
焦
が
れ
、
つ
い
に
は
水
仙
に
な
っ
た
美
少
年
の
物

語
で
あ
る
。
リ
ル
ケ
に
は
「
ナ
ル
シ
ス
」（『
リ
ル
ケ
全
集
第
二
巻
』PP.293-

298

）
と
い
う
詩
が
あ
る
。
ナ
ル
シ
ス
が
彼
女
（
エ
ー
コ
ー
（Echo

）、
木
霊
）

を
思
い
う
か
べ
、
水
面
を
「
我
を
忘
れ
て
見
つ
め
る
」
と
き
、「
甘
い
恐
怖
」
を

抱
き
、
ナ
ル
シ
ス
は
死
を
迎
え
る
。
リ
ル
ケ
は
更
に
詩
の
中
で
、
ナ
ル
シ
ス
が

「
自
分
か
ら
出
て　

ま
た
自
分
の
な
か
へ
帰
っ
て
来
た
も
の
を
」
愛
し
た
と
、ナ

ル
シ
ス
が
死
ん
だ
後
も
描
い
て
い
る
。

リ
ル
ケ
は
「
ア
ネ
モ
ネ
の
花
」（「
ル
ウ
・
ア
ン
ド
レ
ア
ス
・
ザ
ロ
メ
へ
の
手

紙
」）
に
自
ら
の
心
境
を
重
ね
て
描
き
（『
リ
ル
ケ
雑
記
』
４
「「
マ
ル
テ
の
手

記
」
跋
」）、
ま
た
、「
薔
薇
の
一
す
ぢ
な
純
粋
さ
」（（『
リ
ル
ケ
雑
記
』
２
「「
愛

の
女
」
た
ち
」）
を
描
い
た
。
杜
夫
も
ま
た
当
時
、リ
ル
ケ
の
「
ア
ネ
モ
ネ
」
や

「
薔
薇
」「
ナ
ル
シ
ス
」
を
連
想
し
、「
水
仙
の
黄
色
」
を
「
日
記
」
に
記
し
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

「
日
記
２
」
は
、杜
夫
が
『
リ
ル
ケ
雑
記
』
を
読
ん
だ
際
、共
感
し
享
受
し
た

内
容
を
抽
出
し
た
覚
え
書
き
と
も
思
え
る
ほ
ど
、『
リ
ル
ケ
雑
記
』
の
叙
述
が
そ

の
ま
ま
記
さ
れ
て
い
る
箇
所
が
多
く
目
に
つ
く
。
そ
こ
で
、
本
論
考
で
は
「
日

記
２
」
を
内
容
ご
と
に
12
項
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
が
『
リ
ル
ケ
雑
記
』
の
ど
の

章
の
ど
の
考
察
と
同
一
性
（
引
用
）、類
似
性
が
あ
る
か
を
照
査
し
対
比
的
に
示

し
、媒
介
者
特
定
の
具
体
的
根
拠
と
し
て
提
示
し
て
お
く
こ
と
と
す
る
（『
リ
ル

ケ
雑
記
』
は
「
雑
記
」
と
略
記
、
文
末
に
章
題
（
頁
））。

 

１
項　
「「
運
命
を
持
た
ぬ
こ
と
が
僕
の
運
命
で
す
」
と
言
っ
た
詩
人
。」

「
雑
記
」「「
運
命
を
持
た
ぬ
こ
と
が
僕
の
運
命
で
す
」
と
リ
ル
ケ
は
い
つ
て
ゐ

る
。」（
２
「「
愛
の
女
」
た
ち
」（P.18

）、５
「
リ
ル
ケ
小
論
」（PP.71-

72

））

２
項　
「
彼
は
生
活
が
運
命
よ
り
偉
大
な
如
く
ロ
ダ
ン
か
ら
仕
事
を
学
ん
だ
。」

「
雑
記
」「
リ
ル
ケ
の
「
マ
ル
テ
の
手
記
」
の
な
か
に
あ
る
次
の
や
う
な
文
章
が

ふ
と
頭
に
浮
ん
で
く
る
。「
運
命
と
い
う
も
の
は
好
ん
で
唐
草
模
様
や

色
模
様
を
織
り
だ
さ
う
と
す
る
。（
中
略
）た
と
へ
ば
生
活
が
運
命
よ
り

偉
大
な
や
う
に
。
…
…
」」（
２
「「
愛
の
女
」
た
ち
」（PP.17-18

））

　
　
　
「「
仕
事
、
仕
事
」
と
口
ぐ
せ
の
や
う
に
言
ひ
つ
づ
け
彫
刻
か
ら
わ
き
目

も
ふ
ら
ぬ
ロ
ダ
ン
の
生
活
」（
５
「
リ
ル
ケ
小
論
」（P.68

））

３
項　
「「
貧
し
さ
は
内
か
ら
射
す
う
つ
く
し
い
光
だ
」
と
歌
う
詩
人
の
瞳
は
限

り
な
く
澄
み
切
っ
て
い
た
に
違
い
な
い
。」

「
雑
記
」「「
リ
ル
ケ
の
眼
は
一
瞬
も
美
と
純
粋
か
ら
離
れ
よ
う
と
は
し
な
か
つ

た
。（
中
略
）「
な
ぜ
な
ら
、貧
し
さ
は
内
か
ら
射
す
う
つ
く
し
い
光
だ
」
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と
歌
つ
た
の
が
リ
ル
ケ
で
あ
る
。」（
２
「「
愛
の
女
」
た
ち
」（P.19

）、

３
「
リ
ル
ケ
雑
記
」（P.39

））

４
項　
「
カ
ス
ナ
ア
が
「
純
粋
か
ら
偉
大
へ
ゆ
く
に
は
、一
度
犠
牲
を
と
お
ら
ね

ば
な
ら
ぬ
」
と
言
っ
た
の
を
リ
ル
ケ
は
肯
定
し
、
ま
た
否
定
し
た
。
僕

は
お
も
う
。
純
粋
な
愛
と
言
う
も
の
を
。
人
間
の
せ
つ
な
さ
い
じ
ら
し

さ
と
言
う
も
の
を
。」

「
雑
記
」「
リ
ル
ケ
は
晩
年
、彼
の
親
し
い
友
人
で
あ
つ
た
カ
ス
ナ
ア
の
「
純
粋
か

ら
偉
大
へ
ゆ
く
道
は
、
た
だ
一
つ
し
か
な
い
。
そ
れ
は
犠
牲
の
道
で
あ

る
」
と
い
ふ
言
葉
を
書
き
と
つ
て
、
こ
の
言
葉
は
僕
を
代
辨
し
て
く
れ

る
と
同
時
に
、
こ
の
言
葉
は
僕
を
反
駁
し
て
ゐ
る
か
も
し
れ
ぬ
と
述
べ

た
。
リ
ル
ケ
は
純
粹
な
も
の
が
何
か
或
る
偉
大
に
到
達
す
る
の
に
は
か

な
ら
ず
一
つ
の
犠
牲
を
と
ほ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
を
知
つ
て
ゐ
た
。」

（
２
「「
愛
の
女
」
た
ち
」（P.23

））

５
項　
「「
す
る
ど
い
け
れ
ど
も
何
を
見
て
い
る
か
わ
か
ら
ぬ
眼
」（
カ
ロ
ッ
サ
）

を
持
っ
た
こ
の
詩
人
は
忘
却
を
信
じ
て
い
た
。」

「
雑
記
」「
カ
ロ
ッ
サ
が
「
す
る
ど
い
が
、
何
を
み
て
ゐ
る
か
わ
か
ら
ぬ
眼
」
と

い
ふ
言
葉
で
素
描
し
た
、
痩
身
の
、
疲
労
困
憊
の
か
げ
を
お
び
た
、
い

た
い
た
し
い
リ
ル
ケ
の
肖
像
で
あ
る
。」（
６
「
友
へ
の
手
紙
」（P.89
））

　
　
　
「「
マ
ル
テ
の
手
記
」に
あ
る
や
う
に
、彼
は
忘
却
を
信
じ
切
つ
て
ゐ
た
の

に
ち
が
ひ
な
い
。
忘
却
を
く
ぐ
つ
て
泛
ん
で
く
る
も
の
の
み
が
眞
實
の

感
動
で
あ
る
こ
と
を
、
彼
は
何
の
不
安
も
な
し
に
信
じ
た
。」（
９
「
動

物
詩
に
つ
い
て
」（P.139

））

６
項　
「
記
憶
が
名
の
な
い
も
の
と
な
り
、僕
ら
自
身
と
区
別
が
つ
か
な
く
な
っ

て
、
一
篇
の
詩
は
ぽ
っ
か
り
生
れ
て
く
る
と
言
う
。」

「
雑
記
」「
記
憶
が
僕
ら
の
血
と
な
り
、
僕
ら
の
眼
と
な
り
、
僕
ら
の
表
情
と
な

り
、
も
は
や
名
の
な
い
も
の
と
な
り
、
僕
ら
自
身
と
區
別
の
つ
か
ぬ
も

の
と
な
つ
て
、
初
め
て
何
か
ふ
と
し
た
偶
然
に
、
一
篇
の
詩
は
記
憶
の

影
の
な
か
か
ら
ぽ
つ
か
り
生
れ
て
く
る
の
だ
。
リ
ル
ケ
は
「
マ
ル
テ
の

手
記
」
の
な
か
で
そ
ん
な
意
味
の
こ
と
を
述
べ
て
ゐ
た
。」（
３
「
リ
ル

ケ
雑
記
」（PP.30-31

））

７
項　
「
す
べ
て
の
も
の
が
僕
の
こ
こ
ろ
の
底
ふ
か
く
し
ず
ん
で
ゆ
く
。普
段
そ

こ
が
行
き
づ
ま
り
に
な
る
は
ず
の
へ
ん
を
容
赦
な
く
突
き
ぬ
け
て
、
深

い
僕
の
知
ら
ぬ
奥
底
へ
な
が
れ
て
ゆ
く
」
と
「
マ
ル
テ
の
手
記
」
に
書

い
た
彼
、」

「
雑
記
」「「
す
べ
て
の
も
の
が
僕
の
こ
こ
ろ
の
底
深
く
し
づ
ん
で
ゆ
く
。
普
段
そ

こ
が
行
き
づ
ま
り
に
な
つ
て
ゐ
た
へ
ん
を
容
赦
な
く
突
き
ぬ
け
て
、
僕

の
知
ら
ぬ
深
い
奥
底
へ
お
ち
て
ゆ
く
」
と
い
ふ
の
も
、
や
は
り
マ
ル
テ

の
悲
し
い
述
懐
で
あ
っ
た
。」（
４
「「
マ
ル
テ
の
手
記
」
跋
」（P.45

））

８
項　
「
ヴ
ァ
レ
リ
ー
が
ミ
ュ
ゾ
ッ
ト
の
山
荘
に
閉
じ
こ
も
る
彼
を
、「
あ
な
た

は
純
粋
な
時
間
の
な
か
に
閉
じ
こ
も
る
か
と
み
え
た
。
お
な
じ
よ
う
な

日
々
を
な
ら
べ
て
、
そ
の
向
こ
う
に
は
っ
き
り
死
を
の
ぞ
か
せ
て
お
く

よ
う
な
」
と
表
現
す
る
よ
う
に
。
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
作
家
オ
プ
ス
ト
フ
ェ

ル
ダ
ア
を
モ
デ
ル
に
し
た
マ
ル
テ
・
ラ
ウ
リ
ッ
ツ
・
ブ
リ
ッ
ゲ
と
言
う

人
を
つ
く
り
あ
げ
た
彼
は
、
そ
の
仕
事
に
身
を
は
が
れ
た
の
だ
ろ
う
。」

「
雑
記
」「
ス
イ
ス
の
山
深
い
ミ
ュ
ゾ
ッ
ト
の
山
荘
に
住
ん
で
、
ひ
と
り
孤
獨
な

生
活
の
な
か
に
閉
ぢ
こ
も
つ
て
ゐ
る
リ
ル
ケ
を
た
づ
ね
た
ヴ
ァ
レ
リ
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イ
は
彼
の
犀
利
な
眼
で
（
中
略
）
あ
な
た
は
純
粋
な
時
間
の
な
か
に
閉

ぢ
こ
も
る
か
と
み
え
た
。
お
な
じ
や
う
な
日
々
を
な
ら
べ
て
、
そ
の
向

う
に
は
つ
き
り
死
を
の
ぞ
か
せ
て
お
く
や
う
な
（
後
略
）」（
３
「
リ
ル

ケ
雑
記
」（PP.38-39

））

　
　
　
　
「
マ
ル
テ
・
ラ
ウ
リ
ッ
ツ
・
ブ
リ
ッ
ゲ
と
い
ふ
人
物
は
デ
ン
マ
ー
ク
の

作
家
オ
プ
ス
ト
フ
ェ
ル
ダ
ア
を
モ
デ
ル
に
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。」（
４

「「
マ
ル
テ
の
手
記
」
跋
」（P.41

））

９
項　
「
リ
ル
ケ
が
ロ
ー
マ
の
庭
園
で
見
た
と
い
う
ア
ネ
モ
ネ
の
狂
お
し
さ
を

僕
は
思
う
。
暗
黒
の
人
知
れ
ぬ
昇
天
で
あ
る
マ
ル
テ
の
苦
し
み
を
、
か

た
つ
む
り
に
例
え
た
サ
ロ
メ
の
言
葉
を
思
う
。」

「
雑
記
」「「
僕
は
ロ
ー
マ
の
或
る
庭
園
で
み
た
ア
ネ
モ
ネ
の
花
を
お
も
ひ
だ
し
た

（
中
略
）」（
ル
ウ
・
ア
ン
ド
レ
ア
ス
・
ザ
ロ
メ
へ
の
手
紙
）」（
４
「「
マ

ル
テ
の
手
記
」
跋
」（PP.47-48

））

　
　
　
　
「
マ
ル
テ
の
苦
し
み
は
、あ
た
か
も
か
た
つ
む
り
が
畸
形
な
瘤
の
や
う

に
殻
を
く
つ
つ
け
て
あ
る
い
て
ゐ
る
す
が
た
に
ほ
か
な
ら
ぬ
（
後
略
）」

（
４
「「
マ
ル
テ
の
手
記
」
跋
」（P.61

））

10
項　
「
途
方
も
な
い
孤
独
。
信
仰
と
言
う
言
葉
を
使
う
必
要
の
な
か
っ
た
彼
。

キ
リ
ス
ト
の
た
め
に
強
い
て
自
分
を
悪
人
に
し
た
い
と
は
思
わ
な
い

と
言
っ
た
彼
。」

「
雑
記
」「
僕
は
キ
リ
ス
ト
の
た
め
に
、
強
ひ
て
僕
自
身
を
惡
人
に
し
た
い
と
は

思
ひ
ま
せ
ん
。」（
５
「
リ
ル
ケ
小
論
」（P.79

））

11
項　
「
ジ
イ
ド
の
と
こ
ろ
で
ダマ

マル
ム
辞
典
の
「
手
」
の
項
を
見
て
ド
イ
ツ
語
に

掌
を
表
わ
す
言
葉
の
な
い
の
に
び
っ
く
り
す
る
彼
。「
僕
が
こ
の
世
に

の
こ
し
た
多
く
の
肖
像
の
う
ち
で
、
最
も
大
切
な
の
は
、
一
人
一
人
の

友
人
の
記
憶
と
感
性
に
き
ざ
ま
れ
た
、
は
か
な
い
、
消
え
や
す
い
僕
の

お
も
か
げ
に
ほ
か
な
ら
ぬ
」
―
―
彼
の
遺
書
。」

「
雑
記
」「
彼
は
僕
の
書
齋
に
グ
リ
ム
の
大
辭
典
が
あ
つ
た
の
を
み
て
、
う
れ
し

さ
に
顔
を
か
が
や
か
し
た
。（
中
略
）つ
ひ
に
掌
を
さ
す
言
葉
が
見
つ
か

ら
な
い
の
を
み
て
、
び
つ
く
り
し
た
。」（
８
「
詩
の
位
置
」P.112

））

　
　
　
「
そ
し
て
最
後
に
リ
ル
ケ
は
「
僕
が
こ
の
世
に
の
こ
し
た
多
く
の
肖
像

の
う
ち
で
、
最
も
大
切
な
の
は
、
一
人
々
々
の
友
人
の
記
憶
と
感
性
に

き
ざ
ま
れ
た
、
は
か
な
い
、
消
え
や
す
い
僕
の
お
も
か
げ
に
ほ
か
な
ら

ぬ
」
と
言
つ
て
ゐ
る
。」（「
巻
末
小
記
」（P.147

））

12
項　
「
ば
ら
の
と
げ
で
彼
は
死
ん
だ
。
一
八
七
五
年
十
二
月
四
日
、
プ
ラ
ー

グ
に
生
れ
、
一
九
二
六
年
十
二
月
二
十
九
日
午
前
五
時
に
死
ん
だ
こ
の

も
っ
と
も
純
粋
な
詩
人
リ
ル
ケ
を
、
僕
は
心
か
ら
思
う
の
で
あ
る
、
慕

う
の
で
あ
る
。」

「
雑
記
」「
リ
ル
ケ
は
敗
血
症
に
か
か
つ
て
死
ん
だ
が
、
病
気
の
原
因
は
薔
薇
の

手
入
れ
を
し
て
ゐ
た
際
ふ
と
刺
さ
つ
た
薔
薇
の
と
げ
だ
と
い
は
れ
て

ゐ
る
。」（
１
「
リ
ル
ケ
の
薔
薇
」（P.3

））

　
　
　
「
リ
ル
ケ
が
こ
の
世
を
去
っ
た
の
は
一
九
二
六
年
十
二
月
二
十
九
日
午

前
五
時
で
あ
っ
た
。」（「
巻
末
小
記
」（P.146

））

ま
た
、
本
論
第
一
章
末
尾
に
挙
げ
た
「
日
記
２
」
に
類
似
、
相
関
す
る
五
つ
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の
記
述
は
、
杜
夫
が
大
山
の
『
リ
ル
ケ
雑
記
』
に
導
か
れ
る
よ
う
に
、
リ
ル
ケ

の
芸
術
観
に
惹
か
れ
、
リ
ル
ケ
を
慕
い
、
自
己
を
見
つ
め
て
い
っ
た
姿
の
表
出

と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
「
日
記
３
」
は
、
先
の
「
二
、「
日
記
」
か
ら
見
え
て
く
る
こ
と
」
で
述
べ
た

よ
う
に
、『
マ
ル
テ
の
手
記
』
の
「
見
る
こ
と
か
ら
学
ん
で
ゆ
く
つ
も
り
だ
」
を

受
け
止
め
た
杜
夫
が
『
リ
ル
ケ
雑
記
』
を
読
み
、「
忘
却
」
を
信
じ
、
詩
の
誕

生
の
プ
ロ
セ
ス
を
享
受
し
て
い
こ
う
と
し
た
意
志
の
表
れ
と
読
み
取
る
こ
と
が

で
き
る
。『
リ
ル
ケ
雑
記
』
で
は
特
に
以
下
の
章
段
に
「
忘
却
」
に
関
連
す
る

内
容
が
あ
り
、
杜
夫
が
共
感
的
に
読
み
取
っ
た
も
の
と
推
察
す
る
。「
日
記
２
」

と
一
部
重
複
す
る
が
「
日
記
３
」
に
関
わ
る
具
体
的
根
拠
と
し
て
以
下
に
列
挙

す
る
。

そ
し
て
詩
人
は
、
忘
却

0

0

の
な
か
か
ら
ふ
た
た
び
記
憶
が
も
ど
つ
て
く
る

な
が
い
忍
耐
を
ま
た
ね
ば
な
ら
ぬ
。
記
憶
が
僕
ら
の
血
と
な
り
、
僕
ら
の

眼
と
な
り
、
僕
ら
の
表
情
と
な
り
、
も
は
や
名
の
な
い
も
の
と
な
り
、
僕

ら
自
身
と
區
別
の
つ
か
ぬ
も
の
と
な
つ
て
、
初
め
て
何
か
ふ
と
し
た
偶
然

に
、
一
篇
の
詩
は
記
憶
の
影
の
な
か
か
ら
ぽ
つ
か
り
生
れ
て
く
る
の
だ
。

リ
ル
ケ
は
「
マ
ル
テ
の
手
記
」
の
な
か
で
そ
ん
な
意
味
の
こ
と
を
述
べ
て

ゐ
た
。（
傍
点
引
用
者
）（
３
「
リ
ル
ケ
雑
記
」（PP.30-31

））

詩
人
は
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
想
ひ
出
に
持
た
ね
ば
な
ら
ぬ
の
だ
（
中
略
）

し
か
も
、
た
だ
追
憶
を
持
つ
だ
け
な
ら
、
何
の
た
し
に
も
な
ら
ぬ
。
追
憶

が
一
ぱ
い
に
な
る
と
、
つ
ぎ
に
は
そ
れ
を
忘
却

0

0

す
る
こ
と
が
出
来
ね
ば
な

ら
ぬ
だ
ら
う
。
そ
し
て
し
ず
か
に
、
ふ
た
た
び
想
ひ
出
が
か
へ
つ
て
く
る

の
を
待
つ
大
き
な
忍
耐
が
い
る
の
だ
。
追
憶
だ
け
で
は
何
の
や
く
に
も
立

た
ぬ
。
追
憶
が
僕
ら
の
血
に
な
り
、
眼
に
な
り
、
表
情
に
な
り
、
名
ま
え

の
わ
か
ら
ぬ
も
の
に
な
り
、
も
は
や
僕
ら
自
身
と
す
こ
し
も
区
別
す
る
こ

と
が
出
来
ぬ
も
の
に
な
つ
て
、
初
め
て
、
ふ
と
し
た
偶
然
に
、
一
篇
の
詩

の
最
初
の
言
葉
が
想
ひ
出
の
ま
ん
な
か
に
、
想
ひ
出
の
か
け
ら
か
ら
ぽ
つ

か
り
生
れ
る
の
だ
。（
傍
点
引
用
者
）（
９「
動
物
詩
に
つ
い
て
」（PP.132-

133

））
リ
ル
ケ
の
眼
が
、
そ
の
ま
ま
彼
の
認
識
し
た
ロ
ダ
ン
の
眼
に
ほ
か
な
ら

な
か
つ
た
。
彼
は
豹
の
眼
を
み
て
ゐ
る
。
彼
は
豹
が
と
ほ
ざ
か
つ
て
ゆ
く

時
の
足
う
ら
を
見
て
ゐ
る
。
し
か
し
彼
は
、
そ
れ
ら
の
も
の
が
忘
却

0

0

の
淵

に
し
づ
ん
で
し
ま
つ
て
、
も
う
一
度
意
識
の
表
面
へ
う
か
び
上
つ
て
来
た

も
の
だ
け
を
う
た
つ
た
の
だ
。
正
直
に
云
つ
て
、
僕
は
（
中
略
）
や
は
り

リ
ル
ケ
の
こ
の
深
さ
を
愛
し
て
ゐ
る
。（
傍
点
引
用
者
）（
９
「
動
物
詩
に

つ
い
て
」（PP.138-139

））

「
マ
ル
テ
の
手
記
」
に
あ
る
や
う
に
、彼
は
忘
却

0

0

を
信
じ
切
つ
て
ゐ
た
の

に
ち
が
ひ
な
い
。
忘
却

0

0

を
く
ぐ
つ
て
泛
ん
で
く
る
も
の
の
み
が
真
実
の
感

動
で
あ
る
こ
と
を
、
彼
は
何
の
不
安
も
な
し
に
信
じ
た
。（
傍
点
引
用
者
）

（
９
「
動
物
詩
に
つ
い
て
」（P.139

））

　
「
日
記
４
」
に
関
連
す
る
『
リ
ル
ケ
雑
記
』
の
内
容
と
し
て
は
、特
に
２
「「
愛

の
女
」
た
ち
」
の
内
容
全
体
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
杜
夫
は
、
特
に
大
山
の
論

ず
る
以
下
の
リ
ル
ケ
の
純
一
な
愛
を
読
み
取
っ
た
も
の
と
推
察
す
る
。

「
マ
ル
テ
の
手
記
」の
な
か
に
彼
は
か
う
書
い
て
い
る
。「
愛
さ
れ
る
こ

と
は
、
た
だ
燃
え
つ
き
る
こ
と
だ
。
愛
す
る
こ
と
は
、
長
い
夜
に
と
も
さ

れ
た
う
つ
く
し
い
ラ
ン
プ
の
ひ
か
り
だ
。
愛
さ
れ
る
こ
と
は
消
え
る
こ
と
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だ
。
そ
し
て
愛
す
る
こ
と
は
、永
遠
の
持
続
だ
」（
２
「「
愛
の
女
」
た
ち
」

（P.22

））

む
し
ろ
「
愛
の
女
」
た
ち
の
な
か
に
は
、あ
ら
ゆ
る
も
の
を
凌
ぐ
一
途

な
こ
こ
ろ
の
純
一
さ
が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
こ
に
は
も
は
や
他
か
ら
強

ひ
ら
れ
た
も
の
で
な
い
う
つ
く
し
い
一
す
ぢ
の
緊
張
が
あ
る
の
だ
。「
愛

す
る
」
だ
の
「
愛
さ
れ
る
」
だ
の
い
ふ
区
別
を
、
す
つ
か
り
振
り
す
て
て

し
ま
つ
た
愛
の
無
限
が
あ
る
の
だ
。（
２
「「
愛
の
女
」
た
ち
」（P.25

））

　

以
上
の
よ
う
に
、「
日
記
１
」
か
ら
「
日
記
４
」
ま
で
に
つ
い
て
『
リ
ル
ケ

雑
記
』
と
比
較
し
て
み
る
と
、
昭
和
二
十
三
年
、
松
本
へ
の
郷
愁
に
駆
ら
れ
過

去
を
追
憶
せ
ざ
る
を
得
な
い
中
で
、『
マ
ル
テ
の
手
記
』
を
読
ん
で
い
た
杜
夫

が
『
リ
ル
ケ
雑
記
』
の
内
容
を
通
し
て
よ
り
深
く
リ
ル
ケ
を
理
解
し
、
一
層
惹

か
れ
て
い
っ
た
情
況
が
見
え
て
く
る
。
特
に
「
日
記
２
」
は
、『
リ
ル
ケ
雑
記
』

を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
引
用
し
て
い
る
記
述
（
同
一
ま
た
は
類
似
）
を
全
項
に
つ
い

て
、
明
確
に
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、「
日
記
２
」
は
『
リ
ル
ケ
雑

記
』
を
教
本
的
底
本
と
し
て
杜
夫
が
要
点
を
ま
と
め
た
内
容
で
あ
る
こ
と
が
分

か
る
。
以
上
の
点
か
ら
大
山
を
重
要
な
媒
介
者
と
し
て
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

　
　
　
四
、
題
名
『
幽
靈
』
を
め
ぐ
っ
て

　
『
幽
靈
』
は
、一
見
し
た
と
こ
ろ
筋
ら
し
い
筋
も
な
い
。
空
襲
や
勤
労
動
員
な

ど
苛
烈
な
戦
争
期
を
過
ご
し
、
少
年
か
ら
青
年
に
移
る
時
期
の
旧
制
高
等
学
校

生
の
主
人
公
「
僕
」
が
、
ひ
た
す
ら
自
己
の
内
部
に
あ
る
過
去
を
見
つ
め
、
そ

れ
を
長
時
間
か
け
て
徐
々
に
文
学
的
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
発
酵
さ
せ
、
結
晶
さ
せ

て
い
っ
た
物
語
で
あ
る
。「
僕
」
は
、
杜
夫
の
幼
年
期
・
少
年
期
・
青
年
期
の
現

在
が
基
礎
に
な
っ
て
描
か
れ
て
い
る
が
、
父
の
死
の
描
写
等
事
実
と
は
異
な
っ

て
お
り
、
虚
構
の
体
裁
を
と
っ
て
い
る
。
副
題
に
「
―
―
或
る
幼
年
と
青
春
の

物
語
―
―
」
と
あ
る
よ
う
に
、
作
品
中
現
在
青
年
期
の
「
僕
」
が
自
ら
の
幼
年

期
の
埋
も
れ
た
記
憶
を
探
し
求
め
て
い
く
と
い
う
ラ
イ
ト
モ
チ
ー
フ
に
よ
っ
て

全
体
は
四
章
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。各
章
は
そ
れ
ぞ
れ
に
呼
応
し
響
き
合
い
、

現
在
と
過
去
、
大
過
去
が
対
応
的
に
語
ら
れ
、
折
り
重
な
り
、
組
み
合
わ
さ
れ
、

「
僕
」は
忘
却
の
意
味
を
考
え
な
が
ら
徐
々
に
精
神
的
に
成
長
し
て
い
く
。
最
終

章
で
は
、
自
分
は
ど
こ
か
ら
来
て
、
ど
こ
へ
行
く
の
か
、
幼
年
期
の
深
く
埋
も

れ
た
過
去
が
明
か
さ
れ
る
。
そ
し
て
、〈
死
〉
へ
の
親
近
感
か
ら
〈
生
〉
へ
の
意

志
を
見
出
し
、
新
た
な
生
き
方
に
覚
醒
し
て
い
く
「
僕
」
を
、
北
ア
ル
プ
ス
の

夜
景
に
ギ
リ
シ
ャ
神
話
を
融
合
さ
せ
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
描
い
て
い
っ
た
魂
の
遍

歴
の
作
品
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、杜
夫
は
こ
の
作
品
の
題
名
『
幽
靈
』
を
ど
の
よ
う
な
思
い
を
込
め

て
設
定
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
ま
で
の
『
幽
靈
』
に
関
す
る
論
考
で
は
題

名
そ
の
も
の
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
考
察
と
出
会
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。
杜
夫

が
題
名
『
幽
靈
』
に
つ
い
て
直
接
語
っ
た
痕
跡
は
今
の
と
こ
ろ
見
あ
た
ら
な
い

が
、
杜
夫
は
、「
幽
霊
」
や
「
妖
怪
」「
お
化
け
」
に
特
別
関
心
を
持
っ
て
い
た

よ
う
で
あ
る
。『
マ
ン
ボ
ウ
雑
学
記
』（
岩
波
新
書
）
の
「
第
二
章　

お
化
け
に

つ
い
て
」
で
は
、
日
本
の
古
代
の
お
化
け
か
ら
各
時
代
の
お
化
け
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
多
く
紹
介
し
、
お
化
け
の
分
類
ま
で
も
考
察
し
ま
と
め
て
い
る
。
ま
た
、

平
成
元
年
の
躁
期
、
株
取
引
を
は
じ
め
た
こ
ろ
の
九
月
、
杜
夫
は
銀
座
煉
瓦
画

廊
に
て
「
世
紀
の
北
杜
夫
の
書
並
び
に
絵
画
展
」
を
開
催
し
た
。
水
彩
画
「
火

星
と
お
化
け
」
は
、
火
星
の
浮
か
ぶ
宇
宙
に
幽
霊
が
漂
っ
て
い
る
作
品
で
あ
る

が
、
杜
夫
の
内
面
を
表
わ
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
加
え
て
、
絵
本
『
よ
わ

む
し
な
お
ば
け
』
で
は
杜
夫
の
言
葉
に
、
わ
だ
ま
こ
と
の
絵
を
添
え
て
出
版
し
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て
お
り
、
こ
う
し
た
足
跡
か
ら
、
杜
夫
が
確
か
に
「
幽
霊
」
に
関
心
が
あ
っ
た

こ
と
が
見
え
て
く
る
。
題
名
「
幽
靈
」
の
象
徴
す
る
意
味
は
、
主
題
に
関
わ
る

重
要
な
問
い
で
あ
り
、
安
易
な
判
断
は
避
け
る
べ
き
で
あ
る
が
、
本
論
考
で
は

ひ
と
ま
ず
そ
の
題
名
の
基
本
情
報
を
め
ぐ
っ
て
お
き
た
い
と
考
え
る
。

　

奥
野
健
男
は
「
解
説
」（『
幽
霊
』
新
潮
社
）
の
冒
頭
に
、
個
人
的
な
思
い
出

と
し
て
、
初
め
て
手
許
に
送
ら
れ
て
き
た
『
幽
靈
』
の
題
名
に
つ
い
て
「
何
か

不
気
味
で
、
そ
う
言
え
ば
蘚
の
花
か
な
ん
か
を
描
い
た
カ
バ
ー
は
、
仏
壇
に
そ

な
え
て
あ
る
花
み
た
い
に
陰
気
く
さ
く
見
え
た
。
ど
ん
な
事
が
書
か
れ
て
い
る

本
だ
ろ
う
と
つ
い
気
に
な
っ
て
、
怪
談
め
い
た
題
名
の
つ
い
て
い
る
『
幽
靈
』

と
い
う
本
を
ぱ
ら
ぱ
ら
め
く
っ
て
み
た
」
と
回
想
し
て
い
る
。

　
『
広
辞
苑　

第
七
版
』（
岩
波
書
店
）
及
び
『
日
本
国
語
大
辞
典　

第
十
九
巻
』

（
小
学
館
）
に
よ
る
と
「
幽
霊
」
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

　
【
幽
霊
】
①
死
ん
だ
人
の
魂
。
亡
魂
。
②
死
者
が
成
仏
し
得
な
い
で
、こ

の
世
に
姿
を
現
し
た
も
の
。
亡
者
。
③
比
喩
的
に
、
実
際
に
は
無
い
の
に

あ
る
よ
う
に
見
せ
か
け
た
も
の
。（『
広
辞
苑
』）

　
【
幽
霊
】
①
死
者
の
霊
魂
。
亡
魂
。
②
死
者
が
成
仏
で
き
な
い
で
、こ
の

世
に
現
わ
す
と
い
う
姿
。
ま
た
、
妖
怪
。
お
ば
け
。
③
八
朔
に
白
無
垢
を

着
た
②
に
見
立
て
て
い
う
。
④
あ
て
に
な
ら
な
い
こ
と
。
⑤
実
際
は
存
在

し
な
い
の
に
、
あ
る
よ
う
に
見
せ
か
け
た
も
の
を
い
う
語
。
⑥
弁
護
士
を

い
う
。（『
日
本
国
語
大
辞
典
』）

　

ま
た
、「
幽
霊
」
は
洋
の
東
西
を
問
わ
ず
世
界
に
広
く
類
似
の
記
載
が
あ
り
、

西
洋
で
も
、
肉
体
が
滅
ん
で
も
魂
が
死
な
ず
に
現
世
で
彷
徨
っ
た
り
、
現
世
へ

の
未
練
か
ら
現
世
に
居
座
っ
た
り
す
る
話
は
多
く
あ
る
と
い
う
。（『
日
本
大
百

科
全
書
』（
小
学
館
））

　

そ
れ
は
そ
う
と
、
リ
ル
ケ
は
一
九
一
〇
年
一
一
月
に
『
マ
ル
テ
の
手
記
』
を

上
梓
し
、
そ
の
四
年
後
の
一
九
一
四
年
、
雑
誌
「
時
代
の
反
響
」
の
八
月
号
に

「
幽
霊
」（『
リ
ル
ケ
全
集　

第
五
巻
』（
彌
生
書
房
）
と
い
う
短
い
一
見
奇
妙
な

エ
ッ
セ
ー
を
寄
せ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
幽
霊
の
存
在
、
幽
霊
と
の
接
し
方
、

幽
霊
の
消
え
失
せ
さ
せ
方
と
い
っ
た
内
容
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
幽
霊
の
存

在
の
部
分
を
次
に
引
用
す
る
。

ぼ
く
た
ち
の
世
界
に
幽
霊
が
い
る
。
そ
れ
は
室
内
に
現
わ
れ
、
夜
半
に

は
人
気
な
い
広
場
に
じ
っ
と
た
た
ず
ん
で
い
る
。
朝
に
な
り
、
あ
た
り
が

明
る
く
な
る
に
つ
れ
て
、
そ
の
姿
は
鮮
明
さ
を
ま
し
て
来
る
。
そ
し
て
、

広
場
の
ま
わ
り
の
家
々
は
、
光
か
が
や
く
幽
霊
の
姿
を
と
お
し
て
、
ぼ
く

た
ち
の
眼
に
映
じ
る
の
だ
。
中
有
に
迷
う
ひ
と
つ
の
魂
が

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
こ
の
幽
霊
の

0

0

0

0

0

姿
を
借
り
て
い
る

0

0

0

0

0

0

0

の
だ
が
、
そ
の
魂
の
存
在
に
気
づ
い
た
人
も
少
く
は
な

い
だ
ろ
う
。
い
や
、
実
は
だ
れ
も
が
知
っ
て
い
る
は
ず
な
の
だ
。
と
い
う

の
も
、
こ
の
魂
は
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
塚
穴
か
ら
さ
ま
よ
い
出
た
も
の
な
の

だ
か
ら
。
誰
も
が
知
っ
て
い
る
。
と
は
い
え
、
い
っ
た
い
誰
が
、
そ
の
正

体
を
見
抜
い
て
い
る
だ
ろ
う
。（
傍
点
引
用
者
）（P.335

）

　

前
掲
の
「
其
の
二
」
の
考
察
「
４　

精
神
的
思
春
期
」
で
は
塚
越
敏
の
考
察

を
引
用
し
、
リ
ル
ケ
は
『
マ
ル
テ
の
手
記
』
の
発
行
か
ら
十
年
後
（
一
九
二
〇

年
）、日
本
の
俳
諧
（
蕉
風
俳
諧
）
と
出
会
っ
て
い
っ
た
こ
と
を
紹
介
し
た
。
更

に
、「
生
死
の
対
立
が
消
え
、
す
べ
て
が
そ
の
ま
ま
肯
定
さ
れ
る
絶
対
の
世
界
、

実
在
界
」（
荘
子
の
万
物
斉
同
の
説
）
を
生
き
る
こ
と
を
願
っ
た
点
に
つ
い
て
考

察
し
た
。
リ
ル
ケ
の
「
幽
霊
」
中
の
「
中
有

0

0

」
は
一
般
的
に
は
東
洋
の
仏
教
思

想
の
言
葉
で
あ
り
、
衆
生
が
迷
い
の
世
界
で
輪
廻
転
生
す
る
と
き
、
存
在
の
状
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態
を
四
つ
（
本
有
・
死
有
・
中
有
・
生
有
）
に
分
け
た
う
ち
の
一
つ
で
あ
る
。

『
広
辞
苑
』に
は「
四
有
の
一
つ
。
衆
生
が
死
ん
で
次
の
生
を
受
け
る
ま
で
の
間
。

期
間
は
一
念
の
間
か
ら
七
日
あ
る
い
は
不
定
と
も
い
う
が
、日
本
で
は
四
九
日
。

こ
の
間
、
七
日
ご
と
に
法
事
を
行
う
。
中
陰
。」
と
あ
る
。

　

今
後
、
こ
の
題
名
『
幽
霊
』
の
視
点
か
ら
も
リ
ル
ケ
の
影
響
に
つ
い
て
稿
を

改
め
考
察
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　
　

お
わ
り
に

　

本
論
考
で
は
、
リ
ル
ケ
の
『
マ
ル
テ
の
手
記
』
と
『
幽
靈
』
の
対
比
研
究
に

向
け
て
、『
マ
ル
テ
の
手
記
』
の
影
響
の
証
拠
を
立
証
す
べ
く
、「
日
記
」
や
書

簡
、
関
連
著
書
等
に
あ
た
り
考
察
し
た
。
リ
ル
ケ
に
関
連
す
る
「
日
記
」
の
記

述
内
容
に
は
、『
マ
ル
テ
の
手
記
』
の
「
詩
」（「
追
憶
」）
に
関
す
る
叙
述
と
極

め
て
類
似
し
て
い
る
内
容
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

　
『
マ
ル
テ
の
手
記
』
と
『
幽
靈
』
の
対
比
研
究
に
お
け
る
媒
介
者
に
つ
い
て

は
、
望
月
市
恵
と
大
山
定
一
に
つ
い
て
「
日
記
」
や
関
連
著
書
か
ら
そ
の
影
響

の
具
体
的
内
容
を
指
摘
し
考
察
し
た
。
杜
夫
の
恩
師
望
月
は
、
ド
イ
ツ
文
学
全

般
に
杜
夫
を
導
い
た
も
の
と
考
え
る
が
、「
日
記
」
を
は
じ
め
、
現
存
し
て
い
る

資
料
で
は
、
リ
ル
ケ
よ
り
も
寧
ろ
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
に
関
連
す
る
記
述
が
目
立

つ
。
し
か
し
、
マ
ン
の
叙
述
や
望
月
と
思
わ
れ
る
人
物
を
『
幽
靈
』
の
素
材
と

し
て
作
品
に
描
い
て
い
る
こ
と
は
、
杜
夫
が
、
執
筆
時
の
当
面
す
る
マ
ン
と
自

分
の
情
況
を
冷
静
に
客
観
視
し
、
作
品
に
描
い
て
い
っ
た
可
能
性
が
あ
り
、
リ

ル
ケ
と
杜
夫
の
対
比
を
進
め
て
い
く
上
で
、
そ
れ
は
、
杜
夫
の
独
創
性
に
関
連

す
る
と
考
え
る
。

ま
た
、
大
山
に
つ
い
て
は
、『
リ
ル
ケ
雑
記
』
と
「
日
記
」
を
詳
し
く
照
査

し
、
類
似
点
、
共
通
点
を
指
摘
し
影
響
の
証
拠
を
明
ら
か
に
し
た
。
当
時
の
杜

夫
は
、『
リ
ル
ケ
雑
記
』
と
の
出
会
い
に
よ
り
、
リ
ル
ケ
の
「
愛
の
女
」
に
見
ら

れ
る
よ
う
な
「
薔
薇
の
一
す
ぢ
な
純
粋
さ
」
に
惹
か
れ
、
享
受
し
て
い
っ
た
も

の
と
考
え
る
。
ま
た
、
ロ
ダ
ン
の
「
仕
事
」
に
通
底
す
る
よ
う
な
リ
ル
ケ
の
芸

術
観
を
学
ん
で
い
っ
た
も
の
と
考
え
る
。
と
り
わ
け
、
当
時
の
杜
夫
は
、
松
本

時
代
へ
の
懐
古
と
郷
愁
、
昆
虫
や
動
物
学
の
断
念
、
戦
争
に
よ
り
失
っ
た
過
去

に
対
す
る
喪
失
感
等
を
抱
い
て
い
た
。
こ
う
し
た
当
時
の
杜
夫
の
関
心
事
の
一

つ
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
「
過
去
」
や
「
追
憶
」
を
察
す
る
に
、
リ
ル
ケ
の
「
詩

の
誕
生
」
の
契
機
と
な
る
「
忘
却
を
く
ぐ
っ
て
泛
ん
で
く
る
も
の
」
へ
の
関
心

は
並
々
な
ら
ぬ
も
の
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
畢
竟
、杜
夫
は
『
リ
ル
ケ
雑
記
』

か
ら
自
己
の
精
神
を
確
立
し
て
い
く
上
で
、
多
く
を
学
ん
だ
も
の
と
考
え
る
。

蓋
し
、
こ
の
二
人
は
リ
ル
ケ
と
杜
夫
を
つ
な
ぐ
重
要
な
媒
介
者
で
あ
る
と
い

う
こ
と
が
で
き
る
。

　

と
こ
ろ
で
、自
費
出
版
本
『
幽
靈
』
の
復
刻
版
（「
北
杜
夫
文
庫
」
収
蔵
）
の

「
あ
と
が
き
」
に
は
、『
幽
靈
』
出
版
の
経
緯
や
靑
野
季
吉
に
よ
る
推
薦
文
等
が

記
さ
れ
て
い
る
が
、
杜
夫
は
自
費
出
版
本
『
幽
靈
』
と
現
今
に
出
版
さ
れ
て
い

る
『
幽
霊
』
と
の
相
違
点
に
つ
い
て
述
べ
て
お
り
、
主
な
内
容
は
以
下
の
点
で

あ
る
。•

自
費
出
版
本
は
旧
仮
名
遣
い
、
正
漢
字
で
書
か
れ
た
が
、
昭
和

三
十
五
年
の
中
央
公
論
社
刊
以
降
は
、「
時
代
を
考
え
新
仮
名
遣
い
」

と
し
た
。

•

当
時
杜
夫
は
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
に
凝
っ
て
お
り
、
自
費
出
版
本
で
は

「
形
容
詞
、
副
詞
を
か
な
り
多
量
に
つ
づ
け
て
竝
べ
た
」
が
、
昭
和

三
十
五
年
版
以
降
、
こ
れ
ら
の
修
飾
語
句
の
一
部
を
削
っ
た
。

•
自
費
出
版
本
の
「
一
般
の
辞
書
に
は
載
っ
て
い
な
い
漢
字
」（｢

杳｣

「
泛
」「
黝
」「
黄
龜
蟲
」
等
）
で
「
凝
っ
た
」
表
現
は
、新
版
で
は
訂
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正
し
た
。

よ
っ
て
、
本
論
考
に
お
い
て
は
、『
幽
靈
』
自
費
出
版
当
時
の
杜
夫
の
執
筆

時
の
情
況
や
執
筆
の
内
容
と
よ
り
近
い
作
品
で
の
対
比
研
究
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
、
復
刻
版
『
幽
靈
』
を
研
究
対
象
作
品
と
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

今
後
は
、『
マ
ル
テ
の
手
記
』
と
『
幽
靈
』
の
具
体
的
叙
述
に
即
し
て
対
比

研
究
を
進
め
て
い
き
た
い
。
対
比
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
の
類
似
点
や
相
違
点
を

明
ら
か
に
し
た
上
で
、
杜
夫
の
独
創
性
を
考
察
し
、
杜
夫
が
『
マ
ル
テ
の
手
記
』

を
ど
の
よ
う
に
享
受
し
、『
幽
靈
』
に
結
晶
さ
せ
て
い
っ
た
か
を
明
ら
か
に
し
て

い
き
た
い
と
考
え
る
。

　

本
研
究
を
進
め
て
い
く
過
程
で
、
令
和
二
年
十
一
月
二
十
八
日
、
故
望
月
市

恵
宅
（
安
曇
野
市
）
を
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
を
得
た
。
長
男
一
樹
も
既

に
逝
去
し
、
そ
の
ご
令
閨
（
昭
子
氏
）
と
の
貴
重
な
邂
逅
の
機
会
を
い
た
だ
い

た
。
杜
夫
と
望
月
に
関
連
す
る
資
料
は
、
多
く
が
既
に
散
逸
し
て
い
た
が
、
杜

夫
の
望
月
宛
の
書
簡
、
葉
書
が
数
点
保
管
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
は
、
本
研
究

の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
令
閨
の
許
諾
を
得
て
ひ
と
ま
ず
お
預
か
り
し

て
い
る
。
今
後
、
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
分
析
、
整
理
し
研
究
を
進
め
て
い
き
た

い
。

　

今
回
の
訪
問
に
際
し
て
は
、
安
曇
野
市
文
書
館
館
長
、
平
沢
重
人
氏
に
仲
立

ち
を
し
て
い
た
だ
き
、
日
程
調
整
、
ご
案
内
等
を
賜
っ
た
。
ご
丁
寧
な
対
応
、

貴
重
な
ご
助
言
に
感
謝
の
意
を
表
す
る
。
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